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川
　
口
　
高
　
風

凡
　
例

一
、
本
年
表
は
法
持
寺
（
名
古
屋
市
熱
田
区
白
鳥
）
草
創
以
来
、
約
一
二
〇

〇
年
の
変
遷
を
編
年
的
に
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
体
裁
は
「
日
本
暦
」「
西
暦
」「
世
代
」「
関
係
事
項
」
の
四
項
に
分
け

た
。「
世
代
」
は
法
持
寺
歴
代
の
住
持
年
間
を
実
線
で
連
ね
、
視
覚
上
か

ら
一
目
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
た
だ
し
、
住
持
年
代
が
不
確
か
な
場
合
は

点
線
で
示
し
た
。

天
長
年
間 

８２４‒

３４ 
 

弘
法
大
師
空
海
が
熱
田
社
（
熱
田
神

宮
）
に
参
籠
し
た
お
り
、
白
鳥
陵
に
一

小
祠
（
法
持
寺
の
前
身
）
を
建
立
し
た
。

建
保 

５ 

１２１７ 
 

寒
巌
義
尹
は
後
鳥
羽
天
皇
、
あ
る
い
は

順
徳
天
皇
の
第
三
皇
子
と
し
て
京
都
北

山
に
誕
生
し
た
。

文
永 

４ 

１２６７ 
 

義
尹
は
入
宋
し
て
帰
国
後
、
博
多
の
聖

福
寺
に
留
ま
る
。

同 

６ 

１２６９ 
 

こ
の
頃
、
義
尹
は
肥
後
の
素
妙
尼
の
招

き
で
如
来
寺
を
開
く
。

建
治 

２ 

１２７６ 
 

義
尹
は
母
の
菩
提
供
養
の
た
め
に
極
楽

寺
を
建
立
す
る
。
同
年
か
ら
弘
安
元
年

（
一
二
七
八
）
に
か
け
て
、
九
州
で
一

番
難
所
と
い
わ
れ
た
緑
川
に
大
渡
橋
を

架
け
た
。

弘
安 

６ 

１２８３ 
 

義
尹
は
河
尻
庄
地
頭
の
河
尻
泰
明
の
外

護
を
受
け
て
、
大
渡
に
大
梁
山
大
慈
寺

を
開
い
た
。

正
安 

２ 

１３００ 
 

八
月
二
十
一
日
、
義
尹
は
如
来
寺
へ
移

り
、
八
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。

天
授 

元 

１３７５ 
 

華
蔵
義
曇
が
肥
後
で
誕
生
し
た
。（『
日

本
洞
上
聯
燈
録
』）

明
徳 
２ 

１３９１ 
 

正
月
七
日
、
誓
海
義
本
は
熱
田
社
宮
司

尾
張
守
田
嶋
仲
宗
の
子
と
し
て
誕
生
す

る
。

応
永
年
中 
１３９４‒

１４２７  

福
重
寺
が
建
立
さ
れ
、
そ
の
後
に
法
持

日 

本 

暦 
 

西
暦 

世　
　

代 

関　
　

係　
　

事　
　

項

198
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寺
が
建
立
さ
れ
た
。（『
熱
田
地
陵
墓
考
』）

法
持
寺
が
曹
洞
宗
と
し
て
再
興
さ
れ

る
。（『
張
州
雑
誌
』
巻
五
十
六
）

応
永 

〇 
１４０３ 

 

夏
、
誓
海
は
発
心
し
剃
髪
す
る
。（
略
譜
）

肥
後
の
海
蔵
寺
開
祖
梅
巌
義
東
に
受
業

す
る
。（
略
伝
）

同 

〇３ 

１４０６ 
 

九
月
二
十
二
日
、
華
蔵
義
曇
は
海
蔵
寺

に
お
い
て
梅
巌
義
東
の
法
を
嗣
ぐ
。

（
世
譜
）

同 

〇５ 

１４０８ 
 

四
月
、
義
曇
は
海
蔵
寺
に
晋
山
開
堂
し

た
。
四
月
一
日
、
明
谷
義
光
は
熱
田
社

宮
司
尾
張
守
田
嶋
仲
稲
の
子
と
し
て
誕

生
す
る
。（
略
譜
）（
略
伝
）
千
秋
家
の
子

と
伝
え
る
の
は
虚
説
と
い
う
。（
略
譜
）

同 

〇６ 

１４０９ 
 

誓
海
は
丹
波
の
永
沢
寺
の
天
真
自
性
に

参
じ
た
。（
略
伝
）

同 

〇９ 

１４１２ 
 

誓
海
は
越
前
の
龍
沢
寺
の
梅
山
聞
本
に

参
じ
た
。（
略
伝
）

同 

２〇６ 

１４１９ 
 

秋
、
誓
海
は
肥
後
の
海
蔵
寺
の
華
蔵
義

曇
に
礼
謁
し
た
。（
略
伝
）

同 

２〇９ 

１４２２ 
 

春
、
誓
海
は
薩
摩
の
福
昌
寺
の
石
屋
真

梁
に
謁
す
る
。（
略
伝
）
三
月
五
日
、
明

谷
は
肥
後
の
海
蔵
寺
の
義
曇
の
下
で
剃

髪
し
受
具
す
る
。（
履
歴
）

同 

３〇３ 

１４２６ 
 

春
、
明
谷
は
越
後
の
耕
雲
寺
の
傑
堂
能

勝
に
謁
す
る
。

同 

３〇４ 

１４２７ 
 

春
、
明
谷
は
近
江
の
洞
寿
院
の
如
仲
天

誾
に
参
じ
た
。（
履
歴
）
四
月
八
日
、
誓

海
は
華
蔵
義
曇
の
室
に
入
り
伝
法
衣
を

付
属
さ
れ
る
。（
略
伝
）

正
長 

元 

１４２８ 
 

華
蔵
義
曇
は
梅
巌
義
東
の
遺
誡
に
よ
り

海
蔵
寺
を
出
て
、
山
陽
、
山
陰
、
五
畿
、

南
海
の
知
識
を
歴
訪
し
た
。

永
享
年
中 

１４２９‒

４１

  

明
谷
は
常
安
寺
を
開
く
。（
世
譜
）
年
末
、

誓
海
は
普
済
寺
の
室
中
に
て
義
曇
と
師

資
面
授
す
る
。（
普
済
寺
文
書
）（
続
燈
）

同 

４ 

１４３２ 
 

春
、
誓
海
は
義
曇
に
随
っ
て
遠
州
の
普

済
寺
へ
行
き
創
建
事
業
を
行
う
。（
略

伝
）
二
月
三
日
、
良
西
大
姉
と
銘
の
あ

る
五
輪
石
塔
の
地
輪
が
法
持
寺
塔
頭
の

月
笑
軒
に
あ
っ
た
。

同 

５ 

１４３３ 
 

秋
、
明
谷
は
遠
州
普
済
寺
の
義
曇
の
下

へ
帰
る
。（
履
歴
）

同 

６ 

１４３４ 
 

冬
、義
曇
が
普
済
寺
に
晋
院
し
、誓
海
が

首
座
を
務
め
る
。（
履
歴
）
十
月
、
寺
号

を
広
沢
山
普
済
寺
と
改
称
し
落
成
し
た
。

同 

８ 

１４３６ 
 

秋
、
明
谷
は
誓
海
に
随
従
し
て
尾
州
へ

も
ど
り
、
円
通
寺
の
創
建
に
尽
力
す

る
。（
略
伝
）（
履
歴
）

同 
〇 

１４３８ 
 

四
月
十
五
日
、
誓
海
は
田
嶋
氏
の
請
に

応
じ
て
円
通
寺
に
晋
山
開
堂
し
第
一
祖

と
な
る
。（
略
譜
）（
略
伝
）

同 

〇１ 
１４３９ 

 

誓
海
は
普
済
寺
の
方
丈
に
お
い
て
義
曇

の
法
を
嗣
ぐ
。（
世
譜
）
八
月
二
十
八
日
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夜
、
明
谷
は
誓
海
の
室
に
入
り
伝
法
す

る
。（
略
譜
）（
略
伝
）

嘉
吉
年
中 
１４４１‒

４３

  

誓
海
が
円
通
寺
を
開
く
。（
世
譜
）（
続

燈
）
明
谷
は
誓
海
の
法
を
嗣
ぐ
。（
世
譜
）

宝
徳 

元 
１４４９ 
開
山　
　

明
谷
義
光  

春
、
明
谷
は
常
安
寺
を
開
創
す
る
。（
履

歴
）
明
谷
は
法
持
寺
を
開
き
、
福
重
寺

も
開
山
す
る
。（
世
譜
）

同 

３ 

１４５１ 
 

春
、
誓
海
は
勅
詔
に
よ
っ
て
円
通
寺
を

禳
災
道
場
と
す
る
。（
略
譜
）（
略
伝
）

康
正 

元 

１４５５ 
 

誓
海
は
普
済
寺
六
世
に
就
く
。（
世
譜
）

二
月
、
華
蔵
義
曇
は
予
め
東
海
へ
行

き
、
入
定
の
時
刻
な
ど
の
遺
状
を
門
弟

に
託
し
た
。
二
月
十
一
日
、
義
曇
は
普

済
寺
の
運
営
を
輪
住
形
式
と
す
る
遺
言

を
の
こ
し
た
。
四
月
一
日
、
義
曇
は
八

十
一
歳
で
新
豊
院
に
て
示
寂
し
た
。
七

月
二
十
八
日
、
普
済
寺
は
一
年
毎
に
住

職
を
務
め
る
輪
住
制
度
を
と
っ
た
。

同 

２ 

１４５６ 
 

秋
、
明
谷
は
常
安
寺
を
悟
峰
に
譲
り
、

福
重
寺
を
創
建
す
る
。（
履
歴
）

文
正 

元 

１４６６ 

開
山　
　

明
谷
義
光  

春
、
明
谷
は
福
重
寺
を
義
曇
に
譲
り
、

法
持
寺
へ
転
住
す
る
。

応
仁 

元 

１４６７ 
 

誓
海
は
普
済
寺
に
再
住
し
た
。（
世
譜
）

同 

２ 

１４６８ 
 

正
月
五
日
夜
、
明
谷
の
下
へ
白
衣
の
神

人
が
来
参
す
る
。（
履
歴
）
十
一
月
十
六

日
、
誓
海
は
三
尺
坊
に
伝
戒
し
羽
休
の

神
号
を
奉
ら
る
。（
略
譜
）（
略
伝
）

文
明 

元 

１４６９ 

開
山　
　

明
谷
義
光  

誓
海
は
後
土
御
門
帝
よ
り
大
明
禅
師
の

諡
号
を
賜
る
。（
略
譜
）（
略
伝
）
文
明
年

中
、
法
持
寺
が
曹
洞
宗
と
し
て
再
興
さ

れ
る
。（「
法
持
寺
寺
籍
財
産
帳
」）

同 

２ 

１４７０ 

二
世　
　

維
玄
義
中  

初
秋
、
誓
海
は
微
恙
を
示
し
た
た
め
明

谷
に
円
通
寺
を
継
が
せ
、
八
月
八
日
に

示
寂
し
た
。（
普
済
寺
文
書
）（
世
譜
）（
続

燈
）（
略
譜
）（
略
伝
）
九
月
、
明
谷
は
円

通
寺
に
晋
院
開
堂
し
た
。（
履
歴
）

同 

６ 

１４７４ 
 

二
月
、
長
楽
寺
は
二
世
義
山
華
厳
が
真

言
宗
で
あ
っ
た
寛
蔵
寺
を
再
興
し
、
明

谷
義
光
を
請
し
て
中
興
の
開
祖
と
し

た
。
ま
た
、
曹
洞
宗
に
改
め
ら
れ
長
楽

寺
と
改
称
し
た
。

同 

９ 

１４７７ 
 

七
月
二
十
八
日
、
久
翁
曇
永
が
普
済
寺

に
輪
住
し
た
。

同 

〇２ 

１４８０ 
 

洞
仙
寺
は
玉
泉
玄
珠
が
一
宇
を
建
立
し

て
玉
泉
庵
と
称
し
た
。

同 

〇３ 

１４８１ 
 

七
月
二
十
八
日
、
明
谷
は
、
円
通
寺
二

世
と
し
て
普
済
寺
に
輪
住
す
る
。
秋
、

明
谷
は
頂
相
に
自
讃
を
加
え
る
。（
法

持
寺
旧
蔵
・
福
重
寺
旧
蔵
）

同 
〇４ 

１４８２ 
 

十
月
十
二
日
、
開
山
明
谷
義
光
は
世
寿

七
十
五
歳
で
示
寂
し
た
。（
普
済
寺
文
書
）

（
世
譜
）（
略
譜
）（
履
歴
）
示
寂
後
、
歴
住

三
カ
寺
の
住
僧
は
霊
夢
を
感
じ
て
寿
像

を
三
カ
寺
に
安
置
す
る
。（
続
燈
）
一
説
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で
は
十
二
月
十
四
日
示
寂
と
あ
る
。

明
応 
元 

１４９２ 
 

七
月
一
日
、
常
安
寺
二
世
悟
峯
義
（
宗
）

徳
は
円
通
寺
の
輪
住
を
務
め
た
。
十
月

一
日
、
悟
峯
義
（
宗
）
得
が
示
寂
し
た
。

同 

５ 
１４９６ 

 

悦
山
慶
忻
が
禅
養
寺
の
開
基
と
な
っ
た
。

同 

６ 

１４９７ 
三
世　
　

月
洲
瑞
香  

九
月
十
八
日
、
二
世
維
玄
義
中
が
示
寂

し
た
。

大
永
年
中 

１５２１‒

２７

  

月
洲
瑞
香
は
香
林
宗
萼
が
清
須
に
開
創

し
た
光
明
院
の
開
山
に
勧
請
さ
れ
た
。

大
永 

２ 

１５２２ 
 

円
通
寺
四
世
南
齢
牛
誉
は
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。（『
當
山
前
住
牒
』）

同 

７ 

１５２７ 
 

八
月
、『
広
沢
山
普
済
寺
日
用
清
規
』

が
編
集
さ
れ
る
。
十
二
月
十
九
日
、
長

楽
寺
二
世
義
山
華
厳
が
示
寂
し
た
。

天
文
年
中 

１５３２‒

５４

  

月
洲
は
大
悲
山
香
樹
院
（
大
運
寺
）
を

開
闢
す
る
。

天
文 

２ 

１５３３ 
 

十
二
月
九
日
、
禅
養
寺
開
基
の
悦
山
慶

忻
が
示
寂
し
た
。

同 

５ 

１５３６ 
 

円
通
寺
五
世
天
海
孤
舟
は
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。（『
當
山
前
住
牒
』）

同 

〇 

１５４１ 
 

香
山
潢
公
は
法
持
寺
塔
頭
の
太
虚
院
を

創
建
す
る
。

同 

〇３ 

１５４４ 
 

四
月
二
十
三
日
、
三
世
月
洲
瑞
香
が
示

寂
し
た
。

同 

〇４ 

１５４５ 

四
世　
　

仙
英
良
菊  

仙
英
良
菊
は
清
林
寺
の
寺
号
を
青
林
と

改
め
て
山
号
と
し
、
寺
号
を
延
命
寺
と

改
称
し
て
曹
洞
宗
に
改
め
開
山
し
た
。

同 

〇６ 

１５４７ 
 

天
海
孤
舟
が
普
済
寺
に
再
住
す
る
。

（『
當
山
前
住
牒
』）

弘
治 

元 

１５５５ 
 

法
持
寺
塔
頭
の
洗
月
院
が
創
建
さ
れ
る
。

同 

３ 

１５５７ 

五
世　
　

春
沢
祖
豊  

仙
英
は
東
光
寺
を
開
創
し
た
。
八
月
十

日
、
四
世
仙
英
良
菊
が
示
寂
し
た
。

永
禄 

元 

１５５８ 
 

法
持
寺
塔
頭
の
高
岩
院
が
創
建
さ
れ
る
。

永
禄
年
中 

１５５８‒

６９

  

禅
養
寺
は
兵
火
に
罹
っ
て
堂
宇
を
焼
失

し
寺
領
も
没
収
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
仮

本
堂
を
建
立
し
て
本
尊
を
安
置
し
た
。

天
正 

元 

１５７３ 
 

塔
頭
の
梅
蕚
院
が
創
建
さ
れ
る
。

天
正
年
中 

１５７３‒

９１

  

春
沢
祖
豊
は
織
田
信
長
が
清
須
城
に
居

住
し
て
い
た
頃
、
林
昌
寺
の
法
堂
を
建

立
し
て
本
尊
、
脇
士
、
四
天
王
な
ど
を

奉
安
し
た
。

天
正 

〇 

１５８２ 
 

六
月
二
日
、
織
田
信
長
、
本
能
寺
で
亡

く
な
る
。
八
月
八
日
、
平
田
山
極
楽
寺

（
長
禅
寺
）
は
織
田
信
雄
よ
り
黒
印
を

賜
り
、
開
基
と
し
た
。

同 

〇１ 

１５８３ 
 

普
済
寺
の
輪
住
を
円
通
寺
代
住
と
し
て

常
安
寺
七
世
恩
海
祥
君
が
務
め
た
。

同 

〇３ 

１５８５ 

六
世　
　

大
洋
宗
呑  

九
月
、
春
沢
は
浅
井
家
文
書
（「
春
沢
譲

状
控
」）
に
よ
れ
ば
、
法
持
寺
を
大
洋
宗

呑
に
譲
っ
て
い
る
。

同 
〇５ 

１５８７ 
 

法
持
寺
塔
頭
の
月
笑
軒
が
創
建
さ
れ
る
。

同 
〇８ 

１５９０ 
 

三
月
二
十
八
日
、
五
世
春
沢
祖
豊
が
示

寂
し
た
。

文
禄
年
中 
１５９２‒

９５
  

鬼
頭
内
匠
義
直
が
禅
養
寺
の
伽
藍
を
再
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興
し
て
中
興
開
基
と
な
っ
た
。

慶
長 
３ 

１５９８ 
 

林
昌
寺
（
宝
昌
寺
）
は
入
江
夢
庵
（
入

江
基
右
衛
門
）
が
開
基
と
な
り
春
沢
を

開
山
へ
迎
え
た
。
十
月
二
十
一
日
、
大

洋
宗
呑
は
正
眼
寺
十
三
世
天
沢
義
恩
よ

り
鐘
を
贈
ら
れ
る
。

同 

〇２ 

１６０７ 
 

普
済
寺
の
輪
住
に
円
通
寺
代
住
と
し
て

大
洋
宗
呑
が
輪
住
す
る
。

同 

〇３ 

１６０８ 
 

天
台
宗
の
光
明
寺
の
末
庵
で
あ
っ
た
庚

申
堂
（
庚
申
寺
）
は
、
開
基
今
井
半
左

衛
門
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
る
。

同 

〇５ 

１６１０ 
 

正
月
二
十
六
日
、
香
樹
院
（
大
運
寺
）

を
創
建
し
、
太
虚
院
の
住
持
で
も
あ
っ

た
香
山
潢
公
が
示
寂
し
た
。
十
一
月
十

三
日
、
松
平
忠
吉
の
家
臣
で
あ
っ
た
尾

張
衆
五
人
の
一
人
の
中
村
元
勝
が
逝
去

し
た
。

同 

〇９ 

１６１４ 
 

十
一
月
十
九
日
、
月
峰
慶
呑
の
弟
子
林

香
が
示
寂
し
た
。

元
和 

元 

１６１５ 
 

正
法
寺
は
月
峰
慶
呑
が
中
興
開
山
と
な

り
、
法
持
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
。（『
正

法
寺
縁
起
』）

元
和
年
間 

１６１５‒

２３

  

法
持
寺
が
火
災
に
罹
り
、
高
見
薬
師
堂

も
焼
失
し
た
。

元
和 

１６１５‒

２３

  

　

 
 

寛
永 

１６２４‒

４３

元
和 

２ 

１６１６ 
 

大
洋
宗
呑
は
平
田
山
極
楽
寺
（
長
禅

寺
）
を
法
地
開
基
し
た
。

同 

７ 

１６２１ 

七
世　
　

嫰
桂
祖
林  

嫰
桂
祖
林
は
龍
源
寺
の
法
地
開
山
に
迎

え
ら
れ
た
。（『
尾
張
徇
行
記
』）
七
月
、

嫰
桂
は
円
通
寺
代
住
と
し
て
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

同 

８ 

１６２２ 
 

堀
尾
金
助
三
十
三
回
忌
供
養
の
た
め
に

母
が
裁
断
橋
の
架
け
替
え
を
行
っ
た
。

月
峰
は
橋
の
擬
宝
珠
の
銘
文
を
書
い
た
。

寛
永 

元 

１６２４ 
 

月
峰
は
正
法
寺
の
伽
藍
を
再
建
し
、
法

脈
を
定
め
て
伝
法
第
一
世
に
な
る
。

同 

３ 

１６２６ 

八
世　
　

月
峰
慶
呑  

嫰
桂
は
春
養
寺
へ
隠
棲
し
た
。

同 

７ 

１６３０ 
 

月
峰
は
円
通
寺
代
住
と
し
て
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

同 

９ 

１６３２ 
 

正
月
五
日
、
六
世
大
洋
宗
呑
は
九
十
六

歳
で
示
寂
し
た
。
八
月
七
日
、
七
世
嫰

桂
祖
林
が
示
寂
し
た
。

同 

〇 

１６３３ 
 

法
持
寺
で
結
制
江
湖
会
が
行
わ
れ
た
。

同 

〇７ 

１６４０ 
 

福
重
寺
九
世
滅
禅
恩
鎖
は
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。

同 
〇９ 

１６４２ 
 

月
峰
は
成
福
寺
の
法
地
開
山
に
な
る
。

正
保 
４ 
１６４７ 

 

秋
よ
り
無
能
秀
榎
は
円
通
寺
独
住
三
世

に
な
っ
た
。（「
誓
海
和
尚
略
譜
」）

～

～

 

　
　

  
 

初
め
頃
、
嫰
桂
祖
林
は
春
養
寺
の
草
創

開
山
と
な
っ
た
。
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慶
安 

２ 

１６４９ 
 

常
安
寺
八
世
五
澗
宗
穀
は
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。

同 
４ 
１６５１ 

 

鈴
木
正
三
の
『
因
果
物
語
』
が
刊
行
さ

れ
た
。

承
応
年
中 
１６５２‒

５５
  

宝
持
寺
は
寺
号
を
法
持
寺
と
替
え
た
。

承
応 

４ 

１６５５ 
九
世　
　

大
通
快
道  

二
月
三
日
、
八
世
月
峰
慶
呑
が
示
寂
し

た
。一
説
で
は
二
月
二
日
示
寂
と
あ
る
。

万
治 

元 

１６５８ 
 

平
田
山
極
楽
寺
は
無
量
山
長
禅
寺
と
改

号
し
た
。

寛
文 

元 

１６６１ 
 

白
毫
寺
二
世
覚
室
禅
海
は
円
通
寺
代
住

と
し
て
普
済
寺
に
輪
住
し
た
。

同 

７ 

１６６７ 
 

蜜
伝
心
宗
は
玉
泉
庵
を
瑞
雲
山
洞
仙
寺

と
改
め
、
法
地
と
な
し
て
庫
院
を
建
立

し
た
。

同 

〇 

１６７０ 
 

四
月
二
日
、
林
昌
寺
中
興
の
一
庭
舟
が

示
寂
し
た
。

延
宝 

元 

１６７３ 
 

円
通
寺
六
世
玉
葉
は
普
済
寺
に
輪
住
し

た
。

延
宝
年
中 

１６７３‒

８０

  

副
田
勘
左
衛
門
が
禅
養
寺
の
伽
藍
を
再

興
し
、
中
興
開
山
に
岳
室
宝
積
を
迎
え

た
。

延
宝 

４ 

１６７６ 
 

七
月
十
五
日
、
空
雲
寺
開
基
の
鬼
頭
景

義
が
逝
去
す
る
。

同 

５ 

１６７７ 

十
世　
　

海
岸
義
雲  

正
月
十
六
日
、
九
世
大
通
快
道
が
示
寂

し
た
。
一
説
で
は
九
月
十
六
日
示
寂
と

あ
る
。

貞
享 

２ 

１６８５ 
 

三
月
二
十
七
日
、
芭
蕉
が
林
桐
葉
宅
を

訪
ね
、
法
持
寺
で
詠
う
。

同 

３ 

１６８６ 
 

碧
峰
儀
春
は
普
済
寺
に
輪
住
し
た
。

元
禄
年
間 

１６８８‒

１７０４ 

十
一
世　

悦
堂
愚
禅  

悦
堂
愚
禅
が
薬
師
如
来
（
高
見
薬
師
）

の
堂
宇
を
建
立
し
た
。

元
禄 

５ 

１６９２ 
 

九
月
十
五
日
、
十
世
海
岸
義
雲
が
示
寂

し
た
。
一
説
で
は
元
禄
三
年
（
一
六
九

〇
）
九
月
十
五
日
示
寂
と
あ
る
。

同 

６ 

１６９３ 
 

八
月
、
龍
玄
寺
七
代
目
自
喚
が
「
尾
州

愛
智
郡
諸
根
川
郷
山
崎
村
梅
林
山
龍
玄

禅
寺
之
由
来
」（
黄
龍
寺
蔵
）
を
記
し
た
。

同 

７ 

１６９４ 
 

七
月
、
悦
堂
は
法
持
寺
境
内
の
石
燈
籠

の
銘
を
記
し
た
。

同 

〇 

１６９７ 
 

八
月
三
十
日
、
円
通
寺
六
世
玉
葉
耕
雲

が
示
寂
し
た
。

同 

〇２ 

１６９９ 
 

四
月
八
日
、
薬
師
堂
の
堂
主
一
播
が

「
高
見
薬
師
」
の
縁
起
を
記
し
て
い
る
。

七
月
十
日
、
大
光
院
九
世
逸
堂
察
応
は

法
持
寺
の
延
命
地
蔵
菩
薩
像
の
輪
光
を

寄
進
し
た
。

同 

〇３ 

１７００ 

十
二
世　

弘
海
義
全 

碧
峰
儀
春
は
普
済
寺
に
再
住
し
た
。
三

月
二
十
四
日
、
十
一
世
悦
堂
愚
禅
が
示

寂
し
た
。（
玄
猷
寺
安
置
位
牌
）
一
説
で

は
三
月
二
十
九
日
示
寂
と
あ
る
。

宝
永 
３ 

１７０６ 
 

四
月
七
日
、
善
長
寺
（
妙
覚
寺
）
の
賞

柳
、
永
平
寺
に
出
世
す
る
。（「
永
平
寺

前
住
牒
」）
八
月
九
日
、
輪
山
東
轂
が
春

養
寺
に
借
住
し
て
永
平
寺
に
出
世
し
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た
。（「
永
平
寺
前
住
牒
」）

同 
５ 

１７０８ 
 

夏
、
円
通
寺
は
大
檀
那
田
島
仲
頼
よ
り

援
助
金
を
受
け
て
仏
殿
、
方
丈
、
庫
院
、

塔
頭
の
陽
谷
軒
、瑞
用
軒
を
復
興
し
た
。

同 

６ 
１７０９ 

 

円
通
寺
九
世
興
倫
元
苗
は
「
円
通
寺

記
」
を
記
し
た
。

同 

７ 

１７１０ 
 

八
月
三
日
、
義
山
淳
孝
は
洞
仙
寺
に
借

住
し
て
永
平
寺
に
出
世
す
る
。（「
永
平

寺
前
住
牒
」）

正
徳 

３ 

１７１３ 
 

長
楽
寺
二
世
石
崖
梁
橋
は
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。

同 

５ 

１７１５ 
 

六
月
、「
白
鳥
町
家
並
帳
」
が
あ
る
。

享
保 

５‒

８ 

１７２０‒

２３

  

義
山
淳
孝
は
正
法
寺
八
世
と
し
て
伽
藍

の
復
興
に
努
め
た
。

享
保 

８ 

１７２３ 
 

八
月
、
義
山
は
正
法
寺
の
喚
鐘
の
銘
を

記
し
た
。

同 

９ 

１７２４ 
 

俯
貫
雄
道
が
誕
生
し
た
。

同 

〇 

１７２５ 
 

円
通
寺
十
一
世
安
山
観
隆
は
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

同 

〇２ 

１７２７ 

十
三
世　

輪
山
東
轂  

弘
海
義
全
は
東
照
庵
を
東
昌
庵
と
改
号

し
て
中
興
し
た
。（『
尾
張
徇
行
記
』）
十

一
月
四
日
、
十
二
世
弘
海
義
全
が
示
寂

し
た
。

元
文 

２ 

１７３７ 
 

円
通
寺
十
三
世
光
同
峯
日
は
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

同 

３ 

１７３８ 

十
四
世　

義
山
淳
孝  

五
月
十
三
日
、
十
三
世
輪
山
東
轂
が
示

寂
し
た
。
一
説
で
は
五
月
十
五
日
示
寂

と
あ
る
。

寛
延 

２ 

１７４９ 
 

円
通
寺
十
四
世
華
山
曻
龍
は
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

同 

４ 

１７５１ 

十
五
世　

督
宗
淳
董  

督
宗
淳
董
は
義
山
淳
孝
の
発
願
に
よ
る

大
鐘
を
安
置
し
た
。

宝
暦 

２ 

１７５２頃 
 

塔
頭
の
一
雲
院
は
無
住
で
あ
っ
た
。
九

月
十
八
日
、
俯
貫
雄
道
は
天
徳
院
七
世

雷
洲
惟
黙
の
室
に
入
り
法
を
嗣
い
だ
。

同 

３ 

１７５３ 
 

七
月
、
法
持
寺
に
鐘
楼
を
建
立
す
る
。

同 

４ 

１７５４ 
 

二
月
二
十
五
日
、
雄
道
は
全
福
寺
（
現

在
、
廃
寺
）
住
持
と
し
て
大
本
山
総
持

寺
に
出
世
す
る
。

同 

６ 

１７５６ 
 

二
月
、
龍
源
寺
に
同
寺
七
世
龍
重
旭
泉

が
涅
槃
像
を
寄
附
し
て
い
る
。
七
月
二

十
一
日
、
督
宗
は
大
瀬
子
町
の
御
開
山

講
へ
道
元
禅
師
の
画
像
を
贈
っ
て
い
る
。

同 

７ 

１７５７ 
 

春
、
雷
洲
の
法
嗣
の
鉄
馬
天
輪
は
龍
玄

寺
（
黄
龍
寺
）
を
得
る
。
三
月
、
香
樹

院
は
吉
田
清
左
衛
門
が
中
興
開
基
と
な

り
、
義
山
淳
孝
を
法
地
開
山
に
迎
え

た
。
三
月
六
日
、
十
四
世
義
山
淳
孝
が

示
寂
し
た
。
七
月
二
十
六
日
朝
五
ツ
半

時
（
午
前
九
時
頃
）、
門
前
の
欠
町
よ

り
出
火
し
た
た
め
、
法
持
寺
は
表
門
と

鐘
楼
堂
を
残
し
て
全
山
を
焼
失
し
た
。

東
陽
軒
、
無
翁
院
、
耕
雲
院
は
廃
刹
さ
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れ
た
。

同 
８ 

１７５８ 
 

五
月
、
黄
龍
寺
は
大
光
寂
照
を
開
山
、

雷
洲
を
二
世
に
勧
請
し
て
、
山
崎
徳
左

衛
門
の
外
護
に
よ
り
法
地
再
興
さ
れ

る
。（『
歴
代
古
記
』）

同 

〇２ 

１７６２ 
 

円
通
寺
十
六
世
龍
重
旭
泉
は
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。
三
月
二
十
三
日
、
智
翁
淳

哲
は
香
樹
院
二
世
雄
州
亮
契
の
法
を
嗣

ぎ
、
三
世
に
就
い
た
。

同 

〇３ 

１７６３ 
 

龍
重
旭
泉
は
普
済
寺
の
儀
規
で
あ
る

『
三
足
鼎
儀
軌
』
を
著
わ
し
た
。

明
和 

元 

１７６４ 
 

八
月
、
瑞
雲
山
善
長
寺
は
、
督
宗
淳
董

が
法
持
寺
檀
徒
岡
本
清
七
氏
の
援
助
を

受
け
て
荒
廃
し
た
殿
堂
を
一
新
し
、
法

地
と
な
し
て
本
光
山
妙
覚
寺
と
改
め
、

法
持
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
。
十
二
月
六

日
、
指
月
慧
印
は
西
光
寺
（
い
わ
き
市

遠
野
町
）
で
示
寂
し
た
。

同 

２ 

１７６５ 
 

三
月
、
智
翁
淳
哲
は
香
樹
院
（
大
運
寺
）

の
鐘
堂
の
大
鐘
に
銘
を
記
し
た
。

同 

３ 

１７６６ 
 

三
月
、
妙
覚
寺
二
世
周
室
淳
鼎
は
妙
覚

寺
の
山
門
を
建
立
し
た
。

同 

４ 

１７６７ 
 

七
月
、
鉄
馬
は
黄
龍
寺
を
退
隠
す
る
。

八
月
、
雄
道
が
そ
の
後
董
と
し
て
黄
龍

寺
四
世
に
就
い
た
。

同 

５ 

１７６８ 
 

八
月
二
十
八
日
、
妙
覚
寺
の
鐘
銘
を
淳

鼎
が
記
し
た
。

同 

６ 

１７６９ 
 

冬
、
雄
道
は
黄
龍
寺
の
冬
結
制
授
戒
会

に
鉄
文
道
樹
を
戒
師
に
迎
え
て
い
る
。

同 

８ 

１７７１ 
 

三
月
二
十
八
日
、
光
明
院
の
法
地
開
基

の
大
通
覚
道
が
示
寂
し
た
。
六
月
、
観

光
鳳
洲
と
退
歩
玄
妙
が
『
鉄
文
樹
和
尚

百
則
評
頌
』
の
編
纂
を
行
っ
た
。

安
永 

元 

１７７２ 
 

栖
林
寺
（
駒
ヶ
根
市
東
伊
那
）
は
冬
安

居
結
制
で
授
戒
会
を
修
行
し
た
。
戒
師

は
鉄
文
が
務
め
て
い
る
。
二
月
、
光
明

院
は
督
宗
淳
董
を
伝
法
第
一
祖
に
勧
請

し
て
法
地
再
興
し
た
。
三
月
五
日
、
新

た
に
黄
龍
寺
の
仏
殿
、
僧
堂
を
創
建
す

る
こ
と
に
な
り
、
上
梁
式
が
行
わ
れ

た
。
七
月
二
十
六
日
、
雄
道
は
授
業
師

随
流
光
順
の
十
三
回
忌
を
修
行
し
て
い

る
。

同 

２ 

１７７３ 
 

三
月
五
日
、
黄
龍
寺
の
本
堂
が
完
成

し
、
落
慶
法
要
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
九

月
、
禅
瑞
は
、
龍
潭
寺
の
弟
子
の
中
か

ら
観
音
寺
十
一
代
目
住
職
に
な
っ
た
。

（
覚
）

同 

３ 

１７７４ 
 

円
通
寺
十
六
世
龍
重
旭
泉
は
普
済
寺
に

再
住
し
た
。
三
月
二
十
五
日
、
黄
龍
寺

の
庫
院
を
新
し
く
修
造
し
た
。

同 
４ 

１７７５ 
 

五
月
二
日
、
黄
龍
寺
で
開
山
大
光
寂
照

の
五
十
回
忌
を
務
め
た
。

同 

５ 
１７７６ 

 

十
一
月
三
十
日
、
法
持
寺
境
内
に
あ
る
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自
若
庵
の
句
碑
の
銘
。

同 
６ 

１７７７ 
 

八
月
□
日
よ
り
九
月
二
十
九
日
ま
で
、

高
見
薬
師
如
来
の
開
眼
が
行
わ
れ
、
夜

に
は
懸
行
灯
が
か
け
ら
れ
た
。

同 

９ 
１７８０ 

 

四
月
十
五
日
、
洞
仙
寺
の
蜜
伝
心
宗
が

示
寂
し
た
。

天
明 

元 

１７８１ 
 

二
月
十
二
日
、
黙
音
雷
喚
が
示
寂
し

た
。
十
月
十
二
日
、
開
山
明
谷
義
光
の

三
〇
〇
回
忌
を
法
持
寺
で
厳
修
す
る
と

こ
ろ
か
ら
、
そ
の
疏
を
平
田
寺
十
二
世

龍
霊
瑞
が
作
っ
た
。

同 

２ 

１７８２ 
 

十
月
二
十
八
日
、
黄
泉
無
著
が
八
歳
で

雄
道
に
つ
い
て
剃
髪
し
出
家
し
た
。

同 

３ 

１７８３ 
 

二
月
、
雄
道
は
自
題
を
付
し
た
頂
相
を

弟
子
の
大
謙
拙
道
に
与
え
た
。
八
月
、

退
歩
玄
妙
は
龍
潭
寺
十
九
世
に
就
き
、

八
月
十
九
日
に
晋
山
し
て
い
る
。

同 

５ 

１７８５ 

十
六
世　

俯
貫
雄
道  

二
月
、
雄
道
は
「
巨
鐘
銘
並
序
」
を
記

し
た
。
四
月
、
督
宗
は
法
持
寺
を
退
董

し
、
後
席
に
俯
貫
雄
道
が
就
い
た
。
十

月
二
十
四
日
、
大
運
寺
は
香
樹
院
よ
り

現
在
の
山
号
、
寺
号
に
改
め
ら
れ
た
。

同 

６ 

１７８６ 

十
七
世　

退
歩
玄
妙  

三
月
、
雄
道
は
中
風
を
患
う
。
退
歩
は

法
持
寺
十
七
世
へ
転
住
し
た
。
四
月
、

大
謙
拙
道
が
黄
龍
寺
六
世
と
な
る
。

（『
歴
代
古
記
』）
五
月
、
雄
道
は
天
徳
院

へ
転
住
す
る
。

同 

７ 

１７８７ 
 

龍
重
旭
泉
は
普
済
寺
に
三
住
し
た
。
法

持
寺
は
控
山
西
方
三
十
五
坪
を
白
鳥
役

所
へ
差
出
し
、
南
方
に
そ
の
換
地
を
給

う
。
四
月
五
日
、
俯
璨
洞
外
は
天
徳
院

の
室
中
で
俯
貫
雄
道
の
法
を
嗣
ぐ
。
四

月
九
日
、
十
六
世
俯
貫
雄
道
は
天
徳
院

に
お
い
て
六
十
四
歳
で
示
寂
し
た
。
八

月
、
大
謙
拙
道
は
長
興
寺
十
四
世
に
転

住
し
た
。
九
月
、
退
歩
は
羅
漢
尊
者
像

（
法
持
寺
蔵
）
に
題
す
。

同 

８ 

１７８８ 
 

二
月
、
大
疑
覚
道
は
兄
弟
子
の
大
謙
拙

道
の
黄
龍
寺
後
席
を
継
ぐ
。（『
歴
代
古

記
』）
三
月
十
六
日
、
督
宗
の
弟
子
の

妙
覚
寺
三
世
活
宗
淳
快
が
龍
潭
寺
へ
晋

山
し
た
。
七
月
十
三
日
、
薬
師
堂
の
堂

守
が
托
鉢
し
て
い
る
留
守
中
、
堂
内
の

西
側
の
障
子
が
押
し
あ
け
ら
れ
て
白
米

や
賽
銭
、
素
麺
が
盗
ま
れ
た
。

寛
政 

元 

１７８９ 
 

督
宗
は
自
ら
の
頂
相
に
題
を
付
し
た
。

塔
頭
一
雲
院
の
寺
号
を
真
言
宗
豊
山
派

の
地
蔵
寺
（
一
宮
市
本
町
通
）
へ
譲
っ

た
。

同 
２ 

１７９０ 
 

三
月
十
一
日
、
十
五
世
督
宗
淳
董
が
示

寂
し
た
。
一
説
で
は
三
月
十
三
日
示

寂
、
八
月
十
一
日
示
寂
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
十
二
月
十
一
日
示
寂
と

あ
る
。
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同 
３ 

１７９１ 
 

二
月
、
退
歩
は
水
谷
法
橋
憬
甫
の
画
い

た
涅
槃
像
を
法
持
寺
の
常
什
具
と
し
た
。

同 
６ 
１７９４ 

十
八
世　

提
禅
悦
成  

提
禅
悦
成
が
法
持
寺
へ
入
寺
す
る
。
ま

た
、『
参
同
契
・
宝
鏡
三
昧
弁
註
』
を

書
写
す
る
。

同 

７ 

１７９５ 
 

二
月
九
日
、
俯
璨
洞
外
は
大
本
山
総
持

寺
に
瑞
世
す
る
。
八
月
二
十
七
日
、
十

七
世
退
歩
玄
妙
が
示
寂
し
た
。

同 

〇１ 

１７９９ 
 

円
通
寺
十
八
世
祖
庭
柏
苗
は
普
済
寺
に

輪
住
し
た
。

享
和 

元 

１８０１ 
 

六
月
、
大
謙
拙
道
は
永
平
寺
蔵
版
『
正

法
眼
蔵
』
上
梓
に
あ
た
り
、「
大
悟
」

の
開
板
に
金
五
両
、
銀
三
匁
を
寄
附
し

た
。

同 

２ 

１８０２ 

十
九
世　

大
道
貫
宗  

提
禅
悦
成
は
長
興
寺
十
五
世
に
転
住
し

た
。
六
月
二
十
八
日
、
大
謙
拙
道
は
長

興
寺
よ
り
天
祐
寺
へ
転
住
す
る
。
九
月

十
二
日
、
雄
道
の
法
嗣
の
笑
堂
恵
吟
が

示
寂
し
た
。
十
一
月
頃
か
ら
翌
年
に
か

け
て
、
照
山
寛
亮
は
観
音
寺
を
法
地
再

興
し
た
。（「
六
師
村
観
音
寺
法
地
再
興
諸
願

達
容　

儀
仙
代
」）

同 

３ 

１８０３ 

二
十
世　

大
疑
覚
道  

閏
正
月
、
禅
瑞
は
観
音
寺
を
隠
居
し

た
。（
覚
）
六
月
九
日
、
十
九
世
大
道

貫
宗
が
示
寂
し
た
。
七
月
、
大
疑
覚
道

は
法
持
寺
二
十
世
に
転
住
し
た
。

文
化 

元 

１８０４ 
 

八
月
、
俯
璨
洞
外
は
黄
龍
寺
八
世
に
転

住
す
る
。
八
月
二
十
八
日
、
国
穏
道
寧

が
生
ま
れ
る
。（「
松
石
寺
壬
申
戸
籍
」）

同 

２ 

１８０５ 
 

一
月
二
十
八
日
、
鼎
三
が
生
ま
れ
る
。

（
永
平
寺
蔵
「
履
歴
書
」）
十
一
月
十
一
日
、

国
穏
道
寧
が
生
ま
れ
る
。（
高
瀬
慎
吾
筆

写
「
明
治
三
年
九
月
許
可
戸
籍
」）

同 

３ 

１８０６ 
 

一
月
十
日
、
鼎
三
が
生
ま
れ
る
。（
静

岡
県
第
二
号
曹
洞
宗
務
支
局
「
僧
侶
現
員
調

簿
」）
九
月
下
旬
、
高
力
種
信
が
「
熱

田
宮
全
圖
」
を
描
く
。

同 

４ 

１８０７ 
 

三
月
五
日
、
提
宗
元
綱
は
全
久
院
二
十

九
世
に
就
く
。

同 

５ 

１８０８ 
 

十
二
月
八
日
、
黄
泉
無
著
は
大
疑
覚
道

の
室
に
入
っ
て
法
を
嗣
ぐ
。

同 

６ 

１８０９ 
 

正
月
、
俯
璨
洞
外
は
黄
龍
寺
本
堂
の
磬

子
を
新
調
す
る
。
夏
、
大
疑
覚
道
は
法

持
寺
で
結
制
安
居
を
修
行
す
る
。
八
月

二
日
、
提
禅
悦
成
は
大
本
山
総
持
寺
に

出
世
す
る
。（
全
久
院
二
十
九
世
提
宗
元
綱

よ
り
の
書
簡
）
八
月
十
五
日
か
ら
翌
年

八
月
ま
で
、
提
禅
悦
成
は
大
本
山
総
持

寺
如
意
庵
に
輪
住
し
た
。
九
月
、
福
重

寺
十
九
世
一
角
雄
麟
代
の
開
山
忌
疏

（
明
谷
義
光
）
が
あ
る
。
十
月
二
十
日
、

悦
成
の
法
嗣
の
仙
宗
が
大
本
山
総
持
寺

に
出
世
す
る
。（『
総
持
寺
住
山
記
』）

同 

８ 
１８１１ 

 

十
一
月
二
十
八
日
、
寒
江
妙
雪
大
姉
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（
礒
七
妻
、鼎
三
の
実
母
）が
亡
く
な
る
。

同 
９ 

１８１２ 
 

円
通
寺
十
九
世
金
重
透
鱗
は
普
済
寺
に

輪
住
す
る
。
九
月
、
双
林
寺
よ
り
長
興

寺
の
提
禅
悦
成
へ
会
下
の
悦
翁
全
瑞
を

来
年
夏
、
長
興
寺
の
首
座
に
任
命
す
る

旨
が
下
さ
れ
る
。

同 

〇 

１８１３ 
 

三
月
、
金
龍
寺
八
世
大
超
徹
道
が
観
音

寺
に
転
住
し
た
。
十
月
二
十
三
日
、
尾

張
藩
士
で
蔵
書
家
の
藤
原
克
楨
は
「
熱

田
宮
全
圖
」
を
転
写
す
る
。

同 

〇１ 

１８１４ 
 

四
月
二
十
五
日
、
二
十
世
大
疑
覚
道
が

法
持
寺
で
六
十
三
歳
に
て
示
寂
し
た
。

（「
黄
龍
寺
過
去
帳
」）
俯
璨
洞
外
が
法
持

寺
住
職
に
就
く
。
五
月
、
大
謙
拙
道
は

俯
璨
洞
外
の
後
住
と
し
て
黄
龍
寺
九
世

に
住
持
し
た
。

同 

〇２ 

１８１５ 

二
十
一
世

俯
璨
洞
外 

鼎
三
は
俯
璨
洞
外
に
つ
い
て
剃
髪
し

た
。（『
天
籟
餘
韻
』）
二
月
八
日
、
悦
成

の
法
嗣
の
天
然
が
大
本
山
総
持
寺
に
出

世
す
る
。（『
総
持
寺
住
山
記
』）
十
月
二

十
三
日
、
大
潜
退
承
の
授
業
師
の
大
輪

仙
牛
が
示
寂
し
た
。
十
二
月
五
日
、
観

音
寺
二
世
大
超
徹
道
が
示
寂
し
た
。

（「
観
音
寺
過
去
帳
」）
三
世
に
は
石
雲
禅

虎
が
就
い
た
。

同 

〇３ 

１８１６ 
 

正
月
十
三
日
、
石
雄
恵
玉
は
法
持
寺
で

俯
璨
洞
外
の
室
に
入
っ
て
嗣
法
し
た
。

八
月
二
十
八
日
、
国
穏
は
神
蔵
寺
八
世

雄
賢
興
国
に
つ
い
て
剃
髪
す
る
。（
高

瀬
慎
吾
筆
写
「
明
治
三
年
九
月
許
可
戸
籍
」）

文
政 

元 

１８１８ 
 

三
月
二
十
八
日
、
大
謙
拙
道
が
肥
前
の

英
俊
院
で
示
寂
し
た
。
八
月
十
五
日
、

提
宗
元
綱
（
全
久
院
二
十
九
世
）
が
遷

化
し
た
。

同 

２ 

１８１９ 
 

二
月
、
大
疑
覚
道
の
弟
子
の
大
中
玉
英

は
陽
泉
寺
の
堂
宇
を
再
興
し
て
法
地
と

す
る
に
あ
た
り
、
雄
道
を
法
地
開
山
、

大
疑
を
二
世
に
勧
請
し
、
自
ら
は
三
世

と
な
っ
た
。
九
月
、
石
雲
禅
虎
は
観
音

寺
の
山
門
を
建
立
し
た
。

同 

３ 

１８２０ 
 

字
林
萬
喬
は
燈
外
禅
燈
を
勧
請
し
て
春

養
寺
の
法
地
開
山
と
し
、
自
ら
は
二
世

と
な
っ
た
。
五
月
、
石
雲
禅
虎
は
観
音

寺
に
大
皷
を
寄
附
し
た
。
十
一
月
、
法

持
寺
よ
り
『
高
王
観
音
経
附
高
王
経
縁

啓
白
衣
感

応記
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

同 

４ 

１８２１ 
 

二
月
二
十
日
、
俯
璨
は
法
持
寺
境
内
に

大
乗
妙
典
六
十
六
部
供
養
宝
塔
を
建
立

し
て
、
銘
を
記
し
た
。

同 
６ 

１８２３ 

二
十
二
世

石
雲
禅
虎  

春
、
黄
龍
寺
の
道
契
の
下
に
旃
崖
奕
堂

が
参
禅
問
法
し
た
。
五
月
八
日
、
長
興

寺
十
五
世
提
禅
悦
成
は
豪
徳
寺
二
十
一

世
に
転
住
し
た
。
長
興
寺
の
後
董
に
は

俯
璨
洞
外
が
就
い
た
。
禅
虎
は
洞
外
の
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後
董
と
し
て
法
持
寺
二
十
二
世
に
転
住

し
た
。
七
月
二
十
一
日
、
石
雄
は
成
福

寺
住
職
と
し
て
大
本
山
総
持
寺
に
瑞
世

し
た
。
八
月
、
塔
頭
の
耕
雲
院
は
真
宗

大
谷
派
の
浄
念
寺
（
名
古
屋
市
中
区
丸

の
内
）
へ
寺
号
を
譲
っ
た
。

同 

７ 

１８２４ 
 

円
通
寺
十
九
世
金
重
透
鱗
は
普
済
寺
に

再
住
し
た
。
二
月
、
石
雄
恵
玉
が
志
水

町
の
大
脇
六
兵
衛
よ
り
涅
槃
像
一
軸
を

成
福
寺
に
預
か
る
。
三
月
、
證
応
道
契

は
黄
龍
寺
の
由
緒
と
菅
原
道
真
と
の
関

係
を
樋
口
好
古
が
撰
述
し
、
岡
田
助
太

郎
忠
敬
が
書
い
た
「
紀
山
崎
村
黄
龍
寺

中
菅
公
祠
之
肇
基
碑
」
の
建
造
主
と

な
っ
た
。
六
月
二
十
三
日
、
大
潜
退
承

は
万
松
寺
二
十
八
世
黄
泉
無
著
の
室
に

入
っ
て
法
を
嗣
い
だ
。
九
月
二
十
一

日
、
俯
璨
は
「
長
興
寺
入
院
披
露
」
を

双
林
寺
へ
出
し
た
。

同 

８ 

１８２５ 
 

正
月
十
八
日
、
石
雲
禅
虎
は
観
音
寺
の

庫
裡
（
茅
屋
）
を
建
立
し
た
。

同 

９ 

１８２６ 
 

五
月
二
日
、
如
来
教
教
祖
き
の
（
媹
姾

院
青
室
妙
蓮
大
姉
）
が
亡
く
な
っ
た
。

五
月
六
日
、
葬
儀
。
翌
七
日
、
火
葬
に

付
さ
れ
た
。
同
月
二
十
五
日
、
大
謙
拙

道
が
相
州
（
相
模
）
で
示
寂
し
た
。

同 

〇 

１８２７ 
 

二
月
、
大
潜
退
承
は
観
音
寺
の
「
仏
涅

槃
像
」
を
修
補
し
た
。
四
月
二
十
一
日
、

陽
泉
寺
三
世
大
中
玉
英
が
示
寂
し
た
。

秋
、
大
潜
が
観
音
寺
位
牌
堂
へ
黄
泉
揮

毫
の
額
を
掲
げ
た
。
八
月
二
十
八
日
、

大
潜
は
黄
泉
の
『
永
平
高
祖
行
状
之

図
』
双
幅
を
檀
越
に
勧
募
し
て
観
音
寺

什
物
と
す
る
。
冬
、
禅
養
寺
で
結
制
が

行
わ
れ
た
。
首
座
は
岱
宗
が
務
め
た
。

十
一
月
十
日
、
拙
堂
魯
中
は
禅
虎
に
つ

い
て
得
度
し
た
。（「
観
音
寺
過
去
帳
」）

十
一
月
十
四
日
、
二
十
一
世
俯
璨
洞
外

が
示
寂
す
る
。
一
説
で
は
五
月
十
七
日

示
寂
と
あ
る
。

同 

〇１ 

１８２８ 

二
十
三
世

證
応
道
契  

二
月
、
道
契
は
『
大
蔵
却
鑰
』
を
尾
陽

書
林
の
慶
雲
堂
よ
り
上
梓
し
た
。
七
月

五
日
、
二
十
二
世
石
雲
禅
虎
が
示
寂
し

た
。
大
達
玄
中
は
先
師
石
雲
の
頂
相
に

賛
を
付
し
た
。
夏
、
黄
泉
無
著
は
皓
台

寺
へ
転
住
す
る
。

同 

〇２ 

１８２９ 
 

大
潜
は
『
正
法
眼
蔵
聴
書
抄
』
の
凡
例

を
記
す
。
正
月
、
大
潜
、
皓
台
寺
の
鑑

寺
を
務
め
る
。
二
月
二
十
五
、
六
日
、

黄
泉
無
著
は
皓
台
寺
住
職
継
目
御
礼
の

た
め
参
府
の
途
中
、
法
持
寺
に
止
宿
、

滞
留
す
る
。
三
月
二
十
日
、
黄
泉
は
江

戸
に
参
じ
た
。
四
月
二
十
三
日
、
黄
泉

は
参
府
の
帰
り
、
法
持
寺
へ
立
ち
寄
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る
。
六
月
、
黄
泉
、
鼎
三
書
写
の
『
正

法
眼
蔵
聴
書
抄
』
に
序
を
記
す
。

天
保 
元 
１８３０ 

 

二
月
十
七
日
よ
り
三
月
二
十
八
日
の
間

に
、
国
穏
が
寿
徳
寺
二
十
二
世
と
な

る
。
春
三
月
、
観
音
寺
五
世
大
達
玄
中

代
に
十
六
善
神
尊
像
を
新
添
す
る
。
七

月
、
大
潜
退
承
は
黄
泉
か
ら
「
指
月
印

公
紅
払
子
引
」
の
軸
を
授
与
さ
れ
る
。

同 

２ 

１８３１ 
 

二
月
二
十
三
日
、
成
福
寺
は
留
守
居
の

達
道
が
乱
心
で
放
火
し
た
た
め
、
堂
宇

を
焼
失
し
た
。

同 

３ 

１８３２ 

二
十
四
世

大
潜
退
承  

天
祐
寺
衆
寮
に
い
た
禅
苗
は
、
天
祐
寺

住
持
で
あ
っ
た
石
雄
恵
玉
の
下
で
得
度

し
た
。（「
奉
願
上
候
御
事
」）
八
月
五
日
、

一
応
喝
三
は
大
本
山
総
持
寺
に
瑞
世
し

た
。
八
月
二
十
四
日
、
一
応
喝
三
が
参

内
し
た
。
九
月
、
石
雄
恵
玉
の
頂
相
に

弟
子
の
喝
三
が
皓
台
寺
の
黄
泉
無
著
に

賛
を
需
め
た
。
十
一
月
十
四
日
、
吹
毛

冷
生
が
生
ま
れ
る
。

同 

４ 

１８３３ 
 

四
月
、
鼎
三
は
大
潜
退
承
の
下
で
立
身

す
る
。
五
月
、
提
禅
悦
成
は
豪
徳
寺
を

退
隠
し
相
州
の
徳
寿
院
へ
隠
棲
し
た
。

八
月
八
日
、
鼎
三
は
大
潜
の
室
に
入
り

嗣
法
す
る
。
九
月
四
日
、
大
潜
は
豪
徳

寺
の
巨
海
東
流
の
晋
山
開
堂
に
同
旧
疏

を
贈
る
。
十
月
、
大
潜
は
黄
泉
が
補
訂

し
た
『
二
十
二
史
反
爾
録
』
に
跋
を
記

し
た
。

同 

５ 

１８３４ 

二
十
五
世

石
雄
恵
玉  

一
月
七
日
、
大
潜
退
承
が
示
寂
し
た
。

春
、
風
外
本
高
が
香
積
寺
へ
転
住
す

る
。
十
一
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日

迄
、
成
福
寺
の
授
戒
会
に
石
雄
恵
玉
が

戒
師
に
請
さ
れ
た
。

同 

６ 

１８３５ 
 

夏
、
鼎
三
は
関
浪
磨
甎
が
提
唱
し
た

『
夾
山
圜

悟
禅
師
破
関
撃
節
録
聴
書
』
を
編
集
す

る
。
五
月
二
十
五
日
、
證
応
道
契
は
本

興
寺
十
八
世
に
晋
山
し
た
。
八
月
十
七

日
、
十
八
世
提
禅
悦
成
が
示
寂
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
、
狂
歌
師
の
田
鶴
丸

が
逝
去
し
た
た
め
、
法
持
寺
で
追
善
法

会
を
行
っ
た
。

同 

７ 

１８３６ 
 

正
月
、
国
穏
と
鼎
三
は
『
仏
遺
教
経
』

を
刊
行
す
る
。
二
月
二
十
三
日
、
鼎
三

は
永
平
寺
へ
転
衣
の
願
上
口
上
書
を
出

し
た
。
二
月
二
十
四
日
、
鼎
三
は
永
平

寺
に
瑞
世
す
る
。
三
月
一
日
、
鼎
三
は

参
内
し
て
綸
旨
を
受
け
る
。
三
月
七

日
、
道
契
の
弟
子
銕
心
玄
鋸
上
座
が
示

寂
し
た
。

同 
８ 

１８３７ 
 

黄
泉
の
法
嗣
ら
が
黄
泉
の
寿
塔
を
皓
台

寺
に
建
立
し
た
。
大
潜
は
法
持
寺
住
持

中
に
『
正
法
眼
蔵
渉
典
続
貂
』
の
「
袈

裟
功
徳
」
と
「
法
華
転
法
華
」
を
校
訂
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し
て
い
る
。
透
禅
伝
宗
が
普
済
寺
に
輪

住
し
た
。
八
月
十
四
日
、
暴
風
雨
に

よ
っ
て
白
鳥
山
陵
で
樹
木
が
吹
き
倒

れ
、
法
持
寺
住
持
や
修
行
僧
ら
は
白
鳥

山
陵
か
ら
石
郭
が
出
た
た
め
取
り
出

す
。（『
尾
張
志
』『
尾
張
名
所
図
会
附
録
』）

秋
、
国
穏
は
荻
野
村
の
俳
人
幽
玄
斉
蟹

殿
洞
々
居
士
画
像
に
讃
偈
を
贈
る
。
十

月
、
黄
泉
は
『
正
法
眼
蔵
渉
典
続
貂
』

を
著
わ
し
刊
行
し
た
。
十
一
月
二
十
七

日
、
黄
泉
は
寒
江
妙
雪
大
姉
二
十
七
回

忌
設
斎
偈
を
贈
っ
た
。
十
二
月
十
四

日
、
月
江
道
鑑
居
士
（
礒
七
、
鼎
三
の

実
父
）
亡
く
な
る
。

同 

９ 

１８３８ 
 

四
月
十
七
日
、
皓
台
寺
の
黄
泉
は
将
軍

代
替
拝
礼
及
び
朱
印
状
改
め
の
た
め
に

参
府
す
る
。
途
中
、
法
持
寺
へ
立
ち
寄

る
。
九
月
二
十
四
日
、
童
拳
天
珠
が
誕

生
す
る
。
十
二
月
十
七
日
、
黄
泉
無
著

が
示
寂
し
た
。

同 

〇 

１８３９ 
 

夏
、
道
契
は
黄
龍
寺
の
門
楣
の
扁
を
記

し
て
い
る
。
九
月
九
日
朝
六
ツ
時
に

は
、
本
興
寺
が
罹
災
し
堂
宇
を
焼
失
し

た
。

同 

〇１ 

１８４０ 
 

正
月
、
延
命
寺
二
十
一
世
徳
翁
頑
童
は

開
山
の
仙
英
の
位
牌
を
新
し
く
造
立
し

た
。

同 

〇２ 

１８４１ 

二
十
六
世

一
応
喝
三  

白
明
は
法
持
寺
の
一
応
喝
三
に
随
侍
し

た
。
開
基
の
熱
田
社
大
宮
司
千
秋
家
が

法
持
寺
の
塔
頭
洗
月
院
よ
り
離
檀
し
、

神
葬
祭
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
国
穏

が
大
慈
院
に
輪
住
す
る
。
ま
た
、
大
信

道
海
（
武
州
、
龍
穏
寺
）
に
代
わ
っ
て

最
乗
寺
に
も
輪
住
す
る
。
三
月
、
黄
泉

無
著
、
巨
海
東
流
、
證
応
道
契
の
詩
偈

を
ま
と
め
た
『
江
湖
三
絶
集
』
が
刊
行

さ
れ
た
。
六
月
、
石
雄
は
法
持
寺
後
住

に
一
応
喝
三
と
す
る
願
を
寺
社
奉
行
へ

出
し
た
。
七
月
二
十
九
日
、
春
養
寺
二

世
字
林
萬
喬
が
示
寂
し
た
。（「
春
養
寺

過
去
帳
」）
十
一
月
、
鼎
三
は
観
音
寺
を

退
院
す
る
。

同 

〇３ 

１８４２ 
 

八
月
、
道
契
代
に
本
興
寺
の
本
堂
が
再

建
さ
れ
た
。
秋
、
国
穏
は
先
妣
供
養
の

た
め
『
妙
法
蓮
華
経
安
楽
行
品
』
を
刊

行
す
る
。

同 

〇４ 

１８４３ 

二
十
七
世

大
達
玄
中  

国
穏
は
印
宗
正
契
（
濃
州
、
龍
泰
寺
）

に
代
わ
っ
て
最
乗
寺
に
輪
住
す
る
。
三

月
、
秋
葉
寺
十
四
世
任
柱
泰
礎
が
『
観

音
懺
法
』
の
序
を
記
し
た
。
八
月
二
十

七
日
、
一
応
喝
三
は
法
持
寺
室
中
で
洞

然
白
明
に
三
物
を
授
け
た
。
冬
、
一
応

喝
三
は
法
持
寺
を
退
隠
し
た
。（「
西
光

寺
過
去
帳
」）
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弘
化 

元 

１８４４ 
 

国
穏
は
龍
光
玉
泉
（
小
田
原
、
海
蔵
寺
）

に
代
わ
っ
て
最
乗
寺
に
輪
住
す
る
。
国

穏
の
下
に
畔
上
楳
仙
が
随
侍
す
る
。
六

月
二
十
日
、
大
達
玄
中
の
弟
子
の
玄
旨

得
中
が
示
寂
し
た
。（「
黄
龍
寺
過
去
帳
」）

同 

２ 

１８４５ 
 

国
穏
は
滄
海
金
龍
（
上
州
、
雙
林
寺
）

に
代
わ
っ
て
最
乗
寺
に
輪
住
す
る
。
二

月
二
十
三
日
、
石
雄
恵
玉
は
仏
海
禹
門

へ
伝
法
し
た
。
二
月
二
十
六
日
、
大
功

徳
院
宮
（
有
栖
川
宮
韶
仁
）
が
薨
去
さ

れ
た
。

同 

３ 

１８４６ 
 

二
月
、
道
契
は
弘
覚
斎
（
未
詳
）
が
持

参
し
た
自
分
の
頂
相
に
題
を
付
し
た
。

三
月
二
十
九
日
、
二
十
三
世
證
応
道
契

は
本
興
寺
に
お
い
て
五
十
八
歳
で
示
寂

し
た
。
十
二
月
八
日
、
大
達
玄
中
は

「
出
山
釈
迦
尊
画
像
」
を
法
持
寺
の
什

物
と
し
た
。

同 

４ 

１８４７ 
 

一
夢
は
法
持
寺
住
職
で
あ
っ
た
玄
中
の

弟
子
と
な
り
、
堂
宇
を
再
建
し
た
。
三

月
十
九
日
、
拙
堂
魯
中
は
法
持
寺
の
室

中
で
玄
中
の
法
を
嗣
い
だ
。（『
黄
龍
拙

堂
魯
中
禅
師
行
状
略
伝
』
曹
洞
宗
務
局
蔵
「
第

四
号
僧
籍
原
簿
」）

嘉
永 

元 

１８４８ 
 

一
月
十
二
日
、
接
航
が
黄
龍
寺
の
鼎
三

下
で
剃
髪
す
る
。
冬
、
国
穏
は
松
石
寺

斎
堂
の
魚
鼓
を
什
具
と
す
る
。
十
一

月
、
五
代
目
沢
村
宗
十
郎
は
五
代
目
沢

村
長
十
郎
と
改
名
し
た
。

同 

２ 

１８４９ 
 

円
通
寺
二
十
二
世
勇
進
大
猛
（
強
）
は

普
済
寺
に
輪
住
す
る
。
三
月
十
四
日
、

鼎
三
は
白
毫
寺
に
お
い
て
十
二
世
蔵
一

玄
鷺
二
十
三
回
忌
、
十
四
世
宏
椿
玄
亮

七
回
忌
の
導
師
を
務
め
る
。
六
月
二
十

二
日
、
鼎
三
は
松
音
寺
に
お
い
て
二
世

梅
菴
逸
枝
忌
明
供
養
を
行
っ
た
。
夏
、

鼎
三
は
関
貞
寺
戒
会
に
助
化
す
る
。
石

川
素
童
が
父
と
と
も
に
入
戒
加
行
す
る
。

同 

３ 

１８５０ 
 

四
月
八
日
、
天
珠
は
黄
龍
寺
の
鼎
三
下

で
剃
髪
す
る
。
五
月
十
五
日
、
石
雄
恵

玉
の
頂
相
に
禹
門
の
請
で
般
若
林
の
覚

巌
実
明
が
賛
を
記
し
て
い
る
。
五
月
二

十
七
日
、
大
達
玄
中
の
下
で
少
林
得
髄

が
得
度
し
た
。
六
月
七
日
、
鼎
三
は
長

福
寺
四
世
晩
器
大
成
が
示
寂
し
た
た
め

奠
湯
師
を
務
め
る
。

同 

４ 

１８５１ 
 

春
、
冷
生
（
宗
本
）
は
梵
明
円
宗
と
と

も
に
黄
龍
寺
の
鼎
三
へ
参
随
す
る
。

同 

５ 

１８５２ 
 

二
月
、
道
元
禅
師
六
〇
〇
回
大
遠
忌
に

あ
た
り
、
鈴
木
治
左
衛
門
が
施
主
と

な
っ
て
法
持
寺
境
内
に
宝
篋
印
塔
を
建

立
し
た
。
四
月
、
鼎
三
は
松
岩
寺
に
お

い
て
高
祖
六
〇
〇
回
大
遠
忌
予
修
法
要

を
務
め
る
。
五
月
二
十
五
日
、
鼎
三
は
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伝
法
寺
に
お
い
て
高
祖
六
〇
〇
回
大
遠

忌
予
修
法
要
を
務
め
る
。
七
月
十
八
日

よ
り
二
十
四
日
迄
、
国
穏
は
松
石
寺
開

山
天
巽
慶
順
三
五
〇
回
忌
法
要
並
び
に

授
戒
会
を
修
行
し
、
鼎
三
は
戒
師
を
務

め
る
。
八
月
二
十
一
日
よ
り
二
十
七
日

迄
、
鼎
三
は
永
平
寺
に
お
け
る
高
祖
六

〇
〇
回
大
遠
忌
に
随
喜
す
る
。
九
月
、

天
珠
は
松
石
寺
前
住
の
国
穏
道
寧
に
随

侍
し
た
。
日
雇
頭
清
治
、
同
佐
平
治
、

柿
屋
甚
兵
衛
、
萬
屋
八
左
ヱ
門
ら
が
施

主
と
な
っ
て
水
屋
が
建
立
さ
れ
、
大
達

玄
中
の
記
し
た
銘
（
浄
水
）
の
彫
ら
れ

た
手
水
鉢
が
寄
進
さ
れ
た
。
第
五
代
沢

村
宗
十
郎
は
三
代
目
助
高
屋
高
助
の
名

を
襲
い
だ
。
冬
、
冷
生
は
鼎
三
下
で
宗

本
を
冷
生
と
改
名
し
立
身
す
る
。

同 

６ 

１８５３ 
 

九
月
、
三
代
目
助
高
屋
高
助
は
名
古
屋

へ
赴
き
橘
町
芝
居
に
出
勤
中
、
膈
を
病

ん
で
倒
れ
、
十
一
月
十
五
日
に
五
十
二

歳
で
死
去
し
た
。

安
政
元 

１８５４ 
 

七
月
二
十
四
日
、
玄
中
代
に
願
主
掛
町

の
佐
右
衛
門
、
甚
兵
衛
、
孫
右
衛
門
を

始
め
、
取
持
、
同
行
中
よ
り
石
彫
の
地

蔵
菩
薩
像
が
境
内
に
建
て
ら
れ
た
。
十

一
月
四
日
、
午
前
九
時
頃
に
大
地
震

（
安
政
地
震
）
が
起
き
る
。

同 

２ 

１８５５ 
 

二
月
二
十
五
日
、
亨
元
貞
道
が
誕
生
す

る
。
五
月
、
一
応
喝
三
は
龍
泉
寺
の
過

去
帳
二
冊
を
書
写
し
直
し
て
什
物
と
し

た
。
六
月
十
二
日
、
洽
天
等
澍
が
大
達

玄
中
に
つ
い
て
得
度
し
た
。
十
月
二

日
、
鼎
三
は
喜
運
寺
に
安
居
し
て
『
永

平
大
清
規
』
を
開
演
す
る
。

同 

３ 

１８５６ 
 

一
応
喝
三
は
龍
泉
寺
の
本
堂
、
御
拝
、

玄
関
、
山
門
に
新
し
く
木
綿
の
幕
を
添

え
た
。
正
月
二
十
二
日
、
大
宮
司
千
秋

季
條
は
法
持
寺
よ
り
離
檀
後
に
没
し

た
。
八
月
二
十
五
日
、
鼎
三
は
大
松
寺

で
示
衆
す
る
。
九
月
、
鼎
三
は
『
般
若

心
経
』
を
大
書
す
る
。

同 

４ 

１８５７ 
 

一
応
喝
三
は
龍
泉
寺
の
玄
関
、
庫
裡
な

ど
の
普
請
に
取
り
掛
る
。
鉄
地
蔵
堂
は

小
寺
佐
兵
衛
が
堂
宇
を
再
興
し
て
法
持

寺
の
傘
下
に
入
る
。
八
月
、
鼎
三
は
林

泉
寺
を
法
地
へ
昇
格
さ
せ
て
復
興
す

る
。
九
月
、
国
穏
は
旃
崖
奕
堂
よ
り
龍

海
院
後
董
に
推
挙
さ
れ
る
。
九
月
、
国

穏
は
奕
堂
の
天
徳
院
晋
山
式
に
道
旧
疏

を
贈
る
。
十
月
二
十
五
日
、
鼎
三
は
瑞

雲
寺
戒
会
に
助
化
す
る
。

同 
５ 

１８５８ 
 

二
月
一
日
、
冷
生
は
鼎
三
の
室
に
入
り

嗣
法
す
る
。
三
月
六
日
、
鼎
三
は
光
明

院
の
戒
会
に
助
化
す
る
。
三
月
十
六
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日
、
鼎
三
は
金
剛
寺
の
戒
会
に
助
化
す

る
。
八
月
、
冷
生
は
清
凉
寺
二
十
五
世

寂
潭
俊
龍
へ
参
学
す
る
。
十
一
月
十
二

日
、
鼎
三
は
大
松
寺
の
戒
会
に
助
化
す

る
。
冬
、
鼎
三
は
安
昌
寺
の
戒
会
に
助

化
す
る
。

同 

６ 

１８５９ 
 

三
月
、
月
中
一
夢
上
座
は
媹
姾
院
供
養

の
永
代
月
供
料
及
び
茶
湯
料
を
法
持
寺

へ
納
め
る
。
六
月
二
十
三
日
、
二
十
五

世
石
雄
恵
玉
が
天
祐
寺
で
七
十
三
歳
で

示
寂
し
た
。
八
月
、
玄
中
は
中
村
氏
奥

方
よ
り
施
食
修
行
の
永
代
祠
堂
金
十
両

を
受
け
た
後
、
法
持
寺
を
退
隠
し
て
正

法
寺
の
鑑
住
と
な
っ
た
。
九
月
、
鼎
三

は
黄
龍
寺
山
門
を
造
営
し
た
後
、
法
持

寺
へ
転
住
す
る
。
秋
、
冷
生
は
蔭
凉
寺

の
環
溪
密
雲
に
参
学
す
る
。

万
延 

元 

１８６０ 

二
十
八
世

鼎
三
即
一 

天
珠
は
鼎
三
提
唱
の
『
鉄
笛
倒
吹
接

觜
』
を
筆
記
す
る
。
夏
、
鼎
三
は
法
持

寺
の
「
首
座
寮
施
待
定
規
」
を
定
め
る
。

秋
、
證
契
慧
印
が
鼎
三
に
参
随
す
る
。

十
月
九
日
、
信
郷
貞
良
居
士
（
平
野
嘉

兵
衛
貞
良
、
貞
道
の
祖
父
）
が
亡
く
な

り
、
鼎
三
は
秉
炬
師
を
務
め
た
。

文
久 

元 

１８６１ 
 

夏
、
天
珠
は
光
明
院
に
安
居
し
『
碧
巌

集
耳
林
鈔
』
を
書
写
す
る
。
そ
れ
に
鼎

三
の
序
を
受
け
る
。
樋
口
良
歩
が
鼎
三

に
参
随
す
る
。

同 

２ 

１８６２ 
 

円
通
寺
二
十
三
世
の
英
洲
俊
瑞
が
普
済

寺
に
輪
住
し
た
。
四
月
八
日
、
貞
道
は

鼎
三
の
下
で
剃
髪
す
る
。
五
月
八
日
、

鼎
三
は
東
福
寺
の
戒
会
に
助
化
す
る
。

五
月
十
七
日
、
鼎
三
は
西
明
寺
の
戒
会

に
助
化
す
る
。
閏
八
月
、
鼎
三
は
鉄
地

蔵
堂
中
興
開
基
如
々
院
月
中
一
夢
上
座

の
下
炬
を
行
う
。
閏
八
月
十
一
日
、
小

寺
佐
兵
衛
（
月
中
一
夢
上
座
）
が
六
十

六
歳
で
亡
く
な
る
。
閏
八
月
二
十
八

日
、
鼎
三
は
研
学
聚
螢
居
士
書
写
の

『
観
音
普
門
品
』
の
跋
を
記
し
た
。
冬
、

冷
生
が
福
寿
院
九
世
に
住
職
す
る
。
十

月
、
鼎
三
は
天
祐
寺
三
十
五
世
仏
海
禹

門
の
示
寂
に
疏
を
贈
る
。

同 

３ 

１８６３ 
 

三
月
、
良
禅
（
不
詳
）
は
太
虚
院
、
高

岩
院
の
住
持
で
あ
っ
た
。
九
月
、
鉄
地

蔵
堂
講
中
よ
り
法
持
寺
へ
媹
姾
院
供
養

の
茶
湯
料
二
十
両
を
納
め
る
。
九
月
二

十
四
日
、
釈
信
帰
庵
主
（
大
島
勇
八
郎
、

天
珠
の
実
父
）
が
亡
く
な
る
。

元
治 

元 

１８６４ 
 

洞
然
白
明
は
一
応
喝
三
を
西
光
寺
の
法

地
開
山
に
願
っ
た
。
三
月
、
鼎
三
は
蓮

覚
寺
の
戒
会
に
助
化
す
る
。
四
月
、
冷

生
は
福
寿
院
過
去
帳
を
改
写
す
る
。

夏
、
鼎
三
、
福
王
寺
の
戒
会
に
助
化
す
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る
。
そ
の
際
、
福
王
寺
二
十
世
徳
山
義

芳
よ
り
『
正
法
眼
蔵
私
記
』
を
譲
り
受

け
る
。
喝
三
の
黄
龍
寺
初
会
結
制
で
、

丘
桃
見
が
立
職
し
た
。
九
月
、
嵩
岳
、

法
持
寺
冬
安
居
の
首
座
と
な
る
。
法
持

寺
へ
俯
貫
雄
道
の
予
修
法
要
に
伝
供
さ

れ
る
茶
湯
器
が
寄
附
さ
れ
た
。
冬
、
冷

生
は
福
寿
院
で
法
幢
を
建
て
る
。
首
座

は
天
珠
。

慶
応 

元 

１８６５ 
 

二
月
、
鼎
三
は
皓
台
寺
衆
寮
の
碓
伝
を

譲
弟
子
と
す
る
。
三
月
、
鼎
三
は
了
玄

院
に
お
い
て
、
再
興
開
山
温
洲
梅
謙
二

十
三
回
忌
導
師
を
務
め
る
。
三
月
二

日
、
天
珠
及
び
接
航
は
鼎
三
の
室
に
入

り
嗣
法
す
る
。
十
一
月
、
法
持
寺
を
始

め
六
ヶ
寺
よ
り
正
眼
寺
へ
「
御
答
旁
指

上
申
一
札
之
事
」
を
提
出
す
る
。

同 

２ 

１８６６ 
 

一
月
十
日
、
慧
等
兼
修
が
名
古
屋
市
富

士
塚
町
で
誕
生
す
る
。（「
愛
知
県
第
一
号

支
局
僧
籍
」、
法
持
寺
「
僧
籍
簿
」）
四
月
二

十
四
日
、
浅
野
斧
山
が
生
ま
れ
る
。
五

月
、
鼎
三
は
建
宗
寺
戒
会
に
助
化
す

る
。
夏
、
冷
生
は
尾
張
大
納
言
よ
り
の

懇
請
に
応
じ
、
登
城
し
て
禅
門
の
玄
妙

を
説
話
す
る
。
八
月
十
九
日
、
天
珠
は

永
平
寺
に
瑞
世
す
る
。
冬
、
證
契
慧
印

は
法
持
寺
冬
安
居
の
首
座
と
な
り
、

『
天
籟
雑
語
録
』
を
編
集
す
る
。
十
二

月
、
喝
三
の
法
嗣
の
大
隆
賢
道
は
成
願

寺
（
南
知
多
町
）
の
法
地
再
興
を
願
い
、

開
山
に
一
道
全
英
、
二
世
は
喝
三
、
三

世
を
賢
道
と
し
た
。
十
二
月
十
日
、
喝

三
は
洞
然
白
明
に
よ
っ
て
西
光
寺
の
法

地
開
山
に
勧
請
さ
れ
た
。

同 

３ 

１８６７ 
 

正
月
十
日
、
慧
等
は
明
達
佐
七
の
三
男

に
誕
生
す
る
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）
二
月
、

鼎
三
は
林
昌
寺
法
地
再
興
開
山
の
旨
を

寺
社
奉
行
所
へ
願
上
げ
る
。
花
常
村
庄

屋
文
蔵
と
林
昌
寺
旦
方
重
吉
は
林
昌
寺

法
地
再
興
の
届
を
正
眼
寺
へ
提
出
す

る
。
二
月
二
十
四
日
、
寺
社
奉
行
所
と

正
眼
寺
よ
り
鼎
三
へ
林
昌
寺
再
興
開
山

及
び
法
地
許
可
の
免
状
が
申
渡
さ
れ

る
。
夏
、
大
安
実
雄
が
法
持
寺
夏
安
居

の
首
座
と
な
る
。
五
月
二
日
、
鼎
三
は

両
会
取
締
の
約
定
で
あ
る
「
両
会
取
締

議
定
」
を
定
め
る
。
六
月
八
日
、
鼎
三

は
宝
蔵
寺
に
お
け
る
開
山
江
水
春
澄
一

五
〇
回
忌
を
務
め
る
。

明
治 

元 

１８６８ 
 

二
月
、
永
平
寺
よ
り
新
政
府
に
対
し

て
、
関
東
三
箇
寺
の
宗
制
撤
去
と
永
平

寺
を
総
本
寺
と
す
る
宗
制
改
革
案
を
出

願
す
る
。
三
月
、
明
治
政
府
は
神
仏
分

離
令
を
出
す
。
六
月
六
日
、
政
府
は
永
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平
寺
に
学
寮
を
創
立
し
、
宗
門
制
度
に

関
し
て
碩
徳
会
議
を
開
催
す
べ
き
を
沙

汰
す
る
。
ま
た
、
総
持
寺
に
対
し
て
輪

住
制
を
廃
し
独
住
制
と
し
て
、
永
平
寺

に
昇
住
す
べ
き
を
命
ず
る
。
八
月
、
白

鳥
御
陵
の
後
の
地
六
段
二
十
八
歩
が
法

持
寺
よ
り
分
離
さ
れ
て
、
尾
張
藩
の
取

締
り
と
な
っ
た
。
九
月
三
日
、
政
府
は

永
平
寺
に
対
し
、
碩
徳
会
議
の
公
達
を

出
し
た
。
九
月
二
十
八
日
、
鼎
三
は
碩

徳
会
議
員
と
し
て
上
京
し
、
約
三
ヶ
月

間
滞
在
す
る
。
十
月
二
日
、
宗
門
制
度

碩
徳
会
議
が
開
か
れ
る
。
十
二
月
、
永

平
寺
よ
り
法
持
寺
へ
常
恒
会
が
免
牘
さ

れ
る
。
永
平
寺
よ
り
黄
龍
寺
へ
片
法
幢

地
が
免
牘
さ
れ
る
。

同 

２ 

１８６９ 
 

正
月
十
五
日
、
正
法
寺
に
お
い
て
洽
天

等
澍
が
法
持
寺
前
住
職
の
玄
中
の
室
に

入
り
嗣
法
す
る
。
二
月
、
尾
張
藩
は
再

び
神
領
地
調
査
を
行
う
。
五
月
七
日
、

神
祇
局
寺
社
係
よ
り
白
鳥
御
陵
が
日
本

武
尊
の
山
陵
地
と
認
め
ら
れ
、
上
地
す

べ
き
旨
が
法
持
寺
に
通
達
さ
れ
た
。

夏
、
鼎
三
は
永
平
寺
西
堂
に
就
く
。
貞

道
が
永
平
寺
に
安
居
す
る
。
冬
、
鼎
三

は
正
泉
寺
十
五
世
金
翎
玄
鳳
の
初
法
幢

会
に
賀
偈
を
贈
る
。
十
二
月
、
一
応
喝

三
が
黄
龍
寺
の
山
門
に
新
し
い
額
を
掛

け
た
。
十
二
月
二
十
日
、
政
府
は
永
平

寺
と
総
持
寺
の
本
山
を
確
認
し
、
順
位

は
永
平
寺
を
上
位
と
な
す
。
ま
た
、
総

持
寺
の
輪
住
制
を
廃
止
し
、
両
寺
の
末

派
相
互
に
転
住
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。

同 

３ 

１８７０ 
 

鼎
三
は
一
月
十
二
日
に
示
寂
し
た
円
通

寺
二
十
三
世
英
洲
俊
瑞
荼
毘
式
の
奠
湯

師
を
務
め
る
。
七
月
二
十
五
日
、
旃
崖

奕
堂
が
総
持
寺
独
住
一
世
と
な
り
、
九

月
二
十
二
日
に
晋
山
祝
国
開
堂
式
を
挙

げ
た
。
国
穏
は
道
旧
疏
を
贈
る
。
九
月
、

林
泉
寺
本
堂
の
再
建
が
始
ま
る
。
十

月
、
鼎
三
は
林
泉
寺
本
堂
再
建
勧
化
帳

の
「
吉
祥
山
林
泉
精
舎
再
興
化
募
」
序

を
記
し
た
。

同 

４ 

１８７１ 
 

冷
生
は
長
生
寺
三
十
七
世
へ
転
住
す

る
。
五
月
、
鼎
三
は
永
平
寺
貫
首
臥
雲

童
龍
の
後
董
候
補
者
に
推
挙
さ
れ
る
。

七
月
、
政
府
は
廃
藩
置
県
を
行
う
。

同 

５ 

１８７２ 
 

三
月
十
四
日
、
政
府
は
教
部
省
を
設
置

す
る
。
三
月
二
十
八
日
、
永
平
寺
と
総

持
寺
の
協
和
盟
約
が
成
る
。
四
月
八

日
、
慧
等
兼
修
は
洗
月
院
三
世
の
天
珠

に
つ
い
て
得
度
す
る
。
四
月
二
十
五

日
、
政
府
は
十
四
階
級
の
教
導
職
を
定

め
る
。
四
月
二
十
八
日
、「
三
條
の
教
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則
」
が
公
布
さ
れ
る
。
九
月
十
六
日
、

鼎
三
は
大
川
重
行
ら
の
質
問
書
に
弁
駁

す
る
。
冬
、
鼎
三
は
万
寿
寺
の
戒
会
に

助
化
す
る
。

同 

６ 
１８７３ 

 

一
月
十
日
、
神
仏
合
併
大
教
院
を
麹
町

に
開
設
す
る
。
二
月
三
日
、
浜
松
県
は

秋
葉
寺
の
廃
寺
処
置
を
と
る
。
二
月
五

日
、
大
教
院
は
増
上
寺
へ
移
る
。
三
月

十
七
日
、
鼎
三
は
大
講
義
に
補
任
せ
ら

れ
る
。
ま
た
、
教
導
職
巡
回
説
教
師
と

し
て
愛
知
、
浜
松
県
な
ど
二
大
区
を
担

当
す
る
。
三
月
二
十
四
日
、
浜
松
県
は

秋
葉
寺
を
秋
葉
神
社
と
称
す
る
こ
と
を

布
達
す
る
。
三
月
二
十
六
日
、
浜
松
県

は
可
睡
斎
へ
秋
葉
寺
廃
寺
を
示
達
す

る
。
四
月
、『
三
條
辨
解
』『
三
條
畧
解
』

を
刊
行
す
る
。
八
月
二
十
六
日
、
鼎
三

は
田
中
月
璨
と
と
も
に
、
愛
知
県
下
の

報
告
を
両
本
山
東
京
出
張
所
へ
提
出
し

た
。
九
月
、
秋
葉
寺
法
類
と
信
徒
は
、

秋
葉
寺
の
復
寺
再
興
を
出
願
す
る
。
九

月
九
日
、
二
十
七
世
大
達
玄
中
が
示
寂

し
た
。
一
説
で
は
七
月
十
八
日
示
寂
と

あ
る
。
十
月
、
冷
生
は
山
梨
県
管
内
十

箇
所
教
会
長
を
嘱
託
さ
れ
、
中
講
義
と

な
る
。
十
一
月
、
鼎
三
は
道
直
克
明
、

持
永
真
応
の
転
衣
推
挙
届
な
ど
を
両
本

山
東
京
出
張
所
へ
出
し
た
。
十
一
月
五

日
、
鼎
三
は
田
中
月
璨
と
と
も
に
改
印

届
な
ど
を
両
本
山
監
院
へ
届
け
た
。
十

二
月
三
十
一
日
、
大
教
院
の
神
殿
、
大

講
堂
な
ど
が
焼
失
す
る
。
冬
、
貞
道
は

鼎
三
下
で
立
身
す
る
。

同 

７ 

１８７４ 
 

一
月
七
日
、
冷
生
は
大
講
義
に
補
任
せ

ら
れ
る
。
一
月
二
十
日
、
鼎
三
は
珉
山

ら
の
転
衣
届
な
ど
を
両
本
山
東
京
出
張

所
へ
報
告
す
る
。
二
月
二
日
、
角
田
忠

行
は
教
部
省
よ
り
熱
田
神
宮
の
少
宮
司

に
補
任
せ
ら
れ
た
。
二
月
十
九
日
、
臨

済
、
曹
洞
の
宗
名
呼
称
が
認
可
さ
れ
、

両
宗
各
々
に
管
長
が
設
け
ら
れ
る
。
両

本
山
東
京
出
張
所
は
曹
洞
宗
務
局
、
全

国
の
録
所
は
曹
洞
宗
務
支
局
と
改
称
し

た
。
三
月
、
角
田
忠
行
は
千
秋
季
福
と

と
も
に
『
熱
田
神
宮
御
神
徳
略
記
』
を

著
わ
し
た
。
夏
、
慧
等
兼
修
は
鼎
三
の

常
恒
会
結
制
に
安
居
す
る
。
五
月
二

日
、
貞
道
は
鼎
三
の
室
に
入
り
嗣
法
す

る
。
六
月
、
鼎
三
は
法
持
寺
の
「
本
堂

並
諸
堂
瓦
葺
替
記
録
」
の
序
を
記
し

た
。
六
月
二
十
四
日
、
大
運
寺
八
世
黙

耕
霊
安
が
示
寂
し
た
た
め
、
鼎
三
は
荼

毘
設
斎
偈
を
贈
る
。
七
月
二
日
、
鼎
三

は
愛
知
県
下
曹
洞
宗
教
導
取
締
と
な
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り
、
曹
洞
宗
寺
院
三
一
四
ヶ
寺
の
「
元

寺
禄
田
畑
山
林
御
届
」
を
管
長
へ
提
出

す
る
。

同 

８ 
１８７５ 

 

梅
蕚
院
は
玄
同
圭
宗
が
大
達
玄
中
を
勧

請
し
て
中
興
開
山
と
し
、
本
師
の
拙
堂

魯
中
を
二
世
、
自
ら
は
三
世
と
な
っ
て

法
地
開
闢
し
て
い
る
。
牧
野
泰
淳
と
土

井
漸
治
が
鼎
三
に
随
侍
す
る
。
五
月
三

日
、
鼎
三
は
青
松
寺
内
の
曹
洞
宗
宗
内

専
門
学
本
校
設
立
資
本
金
と
し
て
、
三

十
円
を
寄
附
す
る
。
五
月
十
日
、
教
部

省
は
神
仏
各
宗
合
併
大
教
院
を
廃
止
す

る
。
八
月
二
十
一
日
、
愛
知
県
下
の
大

光
院
を
始
め
全
国
曹
洞
宗
中
教
院
が
発

表
さ
れ
た
。
冬
、
黄
龍
寺
結
制
で
丘
宗

潭
が
入
衆
し
た
。（『
曹
洞
宗
名
鑑
』）

同 

９ 

１８７６ 
 

冷
生
は
広
厳
院
三
十
九
世
に
転
住
す

る
。
六
月
、
鼎
三
は
法
持
寺
本
堂
及
び

諸
堂
の
瓦
葺
替
寄
附
金
の
検
査
報
告
を

行
う
。
八
月
、
梅
蕚
院
の
過
去
帳
に
よ

れ
ば
、
当
時
は
三
世
玄
同
圭
宗
で
あ
っ

た
。
十
二
月
、
貞
道
は
月
笑
軒
に
住
職

す
る
。
十
二
月
二
十
日
、
鼎
三
は
法
持

寺
地
検
改
正
の
入
費
金
を
確
認
す
る
。

同 

〇 

１８７７ 
 

栗
木
智
堂
が
鼎
三
に
随
侍
す
る
。
一
月

二
十
三
日
、
鼎
三
は
洗
月
院
、
月
笑
軒

よ
り
の
鎮
金
収
納
を
確
認
す
る
。
一
月

三
十
一
日
、
角
田
忠
行
は
熱
田
神
宮
大

宮
司
に
補
任
せ
ら
れ
る
。
六
月
、
鼎
三

は
法
持
寺
日
牌
の
「
毎
日
霊
供
鑑
」
を

改
写
す
る
。
八
月
五
日
、
二
十
六
世
一

応
喝
三
が
示
寂
し
た
。
一
説
で
は
旧
六

月
二
十
六
日
示
寂
と
あ
る
。
八
月
十
七

日
、
荒
谷
性
顕
が
鼎
三
に
参
随
す
る
。

十
月
、
角
田
忠
行
は
『
熱
田
神
宮
略
記
』

を
著
わ
し
た
。
十
月
二
十
日
、
曹
洞
宗

務
局
よ
り
「
祖
師
忌
改
正
条
例
」
が
発

布
さ
れ
る
。
十
月
二
十
八
日
、
鼎
三
は

法
持
寺
諸
堂
修
造
費
の
出
入
を
ま
と
め

る
。
十
一
月
五
日
、
哲
掃
は
鼎
三
の
室

に
入
り
嗣
法
す
る
。
十
一
月
十
九
日
、

貞
道
は
永
平
寺
に
瑞
世
す
る
。

同 

〇１ 

１８７８ 
 

七
月
七
日
、
四
代
目
助
高
屋
高
助
の
弟

三
代
目
沢
村
田
之
助
が
三
十
四
歳
に
て

亡
く
な
っ
た
。
七
月
二
十
八
日
、
貞
道

の
父
泥
江
（
文
林
貞
章
居
士
）
が
亡
く

な
る
。
九
月
二
十
二
日
よ
り
、
永
平
寺

で
懐
弉
禅
師
六
〇
〇
回
大
遠
忌
が
修
行

さ
れ
、
鼎
三
は
教
授
師
、
接
航
は
監
院

寮
中
書
記
、
哲
掃
は
教
授
師
行
者
と
し

て
随
喜
す
る
。

同 
〇２ 

１８７９ 
 

冷
生
は
山
梨
県
下
総
務
講
長
に
任
命
さ

れ
る
。
二
月
、
鼎
三
は
『
仏
遺
教
経
』

を
校
訂
し
、
栗
田
東
平
よ
り
刊
行
す
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る
。
四
月
八
日
、
斧
山
は
天
珠
に
つ
い

て
得
度
す
る
。
五
月
三
日
、
永
平
寺
承

陽
殿
及
び
孤
雲
閣
な
ど
が
火
災
に
罹

る
。
五
月
十
六
日
、
鼎
三
は
『
光
明
蔵

三
昧
』
出
版
届
け
を
出
す
。
五
月
二
十

六
日
、
円
福
寺
は
鼎
三
を
法
地
開
山
に

勧
請
す
る
。
八
月
、
鼎
三
は
『
光
明
蔵

三
昧
』
を
「
永
平
寺
僧
堂
蔵
版
」
と
し

て
刊
行
す
る
。
八
月
二
十
四
日
、
奕
堂

は
山
形
県
善
宝
寺
に
て
示
寂
す
る
。
九

月
三
日
、
国
穏
が
発
病
す
る
。
九
月
六

日
午
後
二
時
、
国
穏
が
示
寂
し
た
。
九

月
二
十
五
日
、
曹
洞
宗
務
局
は
「
両
本

山
貫
首
後
董
公
選
投
票
規
程
」
を
創
定

す
る
。
九
月
二
十
八
日
、
曹
洞
宗
務
局

よ
り
総
持
寺
後
董
候
補
者
に
鼎
三
と
冷

生
が
推
挙
さ
れ
る
。
十
月
十
八
日
、
石

川
素
童
は
永
平
寺
副
寺
寮
へ
「
光
明
蔵

三
昧
清
算
書
」
を
報
告
す
る
。
十
一
月

十
八
日
、
静
岡
県
令
よ
り
秋
葉
寺
再
興

許
可
が
与
え
ら
れ
復
寺
す
る
。
十
一
月

二
十
二
日
、
道
元
禅
師
に
承
陽
大
師
の

諡
号
を
賜
わ
る
。
十
二
月
、
萊
洲
は
観

音
寺
の
「
承
陽
殿
等
再
営
ニ
付
課
金
」

を
曹
洞
宗
務
局
へ
納
め
る
。

同 

〇３ 

１８８０ 
 

二
月
、
可
睡
斎
と
秋
葉
寺
は
復
寺
に
合

意
し
た
上
申
書
を
曹
洞
宗
務
局
へ
提
出

す
る
。
三
月
十
六
日
、
鼎
三
は
地
蔵
堂

中
興
開
山
と
な
る
。
六
月
九
日
、
可
睡

斎
は
「
秋
葉
寺
再
興
願
ニ
付
盟
約
証
」

を
広
告
す
る
。
六
月
三
十
日
、
秋
葉
寺

法
類
等
は
「
秋
葉
寺
復
旧
願
」
を
静
岡

県
令
へ
提
出
す
る
。
十
一
月
、
冷
生
は

宝
林
寺
戒
会
に
助
化
し
、
東
光
寺
の
過

去
帳
の
序
を
記
し
た
。
十
一
月
十
日
、

鼎
三
は
曹
洞
宗
専
門
学
支
校
の
教
師
と

し
て
加
藤
活
龍
（
久
岑
寺
二
十
三
世
）

に
卒
業
証
書
を
出
し
た
。

同 

〇４ 

１８８１ 

二
十
九
世

吹
毛
冷
生  

野
田
道
環
と
田
中
是
門
が
鼎
三
に
随
侍

す
る
。
四
月
、
鼎
三
は
香
積
寺
の
戒
会

に
助
化
す
る
。
四
月
頃
、
鼎
三
は
秋
葉

寺
へ
転
住
す
る
。
冷
生
が
法
持
寺
住
職

と
な
る
。
接
航
は
秋
葉
寺
役
僧
と
な

り
、
復
興
に
乗
り
出
す
。
四
月
二
十
八

日
、
可
睡
斎
よ
り
秋
葉
寺
へ
本
尊
な
ど

を
移
す
。
七
月
、
周
智
郡
石
切
村
の
天

野
三
四
郎
は
秋
葉
寺
へ
磬
子
を
寄
贈
す

る
。
八
月
、
鼎
三
は
秋
葉
寺
へ
入
寺
す

る
。（「
秋
葉
寺
保
存
普
益
会
緒
言
」）
十
月

十
八
日
、
宮
内
省
よ
り
秋
葉
寺
へ
「
秋

葉
三
尺
坊
大
権
現
」
額
を
下
賜
さ
れ

る
。
十
一
月
六
日
、
鼎
三
は
秋
葉
寺
の

晋
山
式
を
行
う
。（『
天
籟
餘
韻
』、
鷹
林
香

流
へ
の
書
簡
）
十
一
月
七
、
八
、
九
日
、
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鼎
三
は
秋
葉
寺
の
上
棟
式
を
修
行
す

る
。（『
天
籟
餘
韻
』、
鷹
林
香
流
へ
の
書
簡
）

十
一
月
八
日
、
鼎
三
の
秋
葉
寺
晋
山

式
。（「
秋
葉
寺
開
創
縁
由
及
復
寺
再
興
報

告
」）
十
一
月
九
、
十
日
、
鼎
三
は
秋

葉
寺
上
棟
式
を
修
行
す
る
。（「
秋
葉
寺

開
創
縁
由
及
復
寺
再
興
報
告
」）

同 

〇５ 

１８８２ 
 

浅
野
斧
山
が
鼎
三
に
随
侍
す
る
。
一
月

十
五
日
、
接
航
は
「
秋
葉
寺
開
創
縁
由

及
復
寺
再
興
報
告
」
を
著
わ
す
。
二
月
、

鼎
三
は
青
井
家
過
去
帳
の
序
を
記
し

た
。
四
月
十
八
日
、
鼎
三
は
林
昌
寺
へ

秋
葉
三
尺
坊
教
会
分
社
の
秋
葉
講
講
元

取
締
、
村
上
良
音
へ
同
講
大
社
長
を
依

頼
す
る
。
六
月
十
八
日
、
鼎
三
は
林
昌

寺
へ
秋
葉
講
講
元
総
取
締
及
び
秋
葉
寺

教
会
出
張
所
を
依
頼
す
る
。
愛
知
県
下

教
会
総
本
社
及
び
教
会
総
取
締
も
委
任

し
、
村
上
良
音
へ
教
会
分
社
御
饍
講
社

長
取
締
を
依
頼
す
る
。
七
月
、
鼎
三
は

「
秋
葉
寺
再
建
講
加
盟
簿
」
の
緒
言
を

記
し
た
。
九
月
十
八
日
、
秋
葉
寺
よ
り

林
昌
寺
へ
秋
葉
三
尺
坊
真
像
一
基
が
贈

ら
れ
る
。
十
一
月
、
鼎
三
は
林
昌
寺
に

愛
知
講
教
会
所
を
依
頼
し
、
村
上
良
音

へ
愛
知
講
取
締
社
長
及
び
火
防
講
総
取

締
を
委
任
す
る
。

同　

〇６ 

１８８３ 

三
十
世

童
拳
天
珠  

接
航
が
秋
葉
寺
の
「
本
殿
再
建
信
心
講

化
募
緒
言
」
を
著
わ
す
。
一
月
、
鼎
三

は
村
上
良
音
へ
「
教
会
依
頼
書
」
を
出

す
。
一
月
十
六
日
、
秋
葉
寺
よ
り
林
昌

寺
へ
、
秋
葉
教
会
結
社
派
出
の
た
め
に

秋
葉
三
尺
坊
真
像
を
授
与
す
る
。
一
月

十
八
日
、
鼎
三
は
村
上
良
音
へ
秋
葉
講

社
長
総
取
締
及
び
同
講
総
取
締
、
日
出

講
社
長
、
永
寿
講
総
取
締
を
委
任
す

る
。
三
月
、
鼎
三
は
秋
葉
寺
「
幹
化
山

林
」
の
緒
言
を
記
す
。
三
月
一
日
よ
り

四
月
二
十
九
日
迄
、
秋
葉
寺
開
帳
を
修

行
す
る
。（
た
だ
し
、
実
際
に
修
行
さ

れ
た
か
は
疑
問
）
四
月
六
日
、
冷
生
は

法
持
寺
の
「
境
内
其
他
什
物
等
取
調

書
」
を
記
し
、
天
珠
に
後
席
を
譲
る
。

冷
生
は
慈
照
寺
三
十
世
に
住
職
す
る
。

五
月
十
日
、
永
平
寺
貫
首
環
溪
は
老
衰

の
た
め
退
隠
に
つ
き
、
後
董
候
補
者
に

鼎
三
と
冷
生
が
推
挙
さ
れ
る
。
五
月
二

十
一
日
、
宮
内
省
よ
り
秋
葉
寺
へ
秋
葉

寺
本
殿
再
建
に
付
、
金
百
円
が
下
賜
さ

れ
る
。
冬
、
慧
等
は
天
珠
の
結
制
で
立

職
す
る
。
十
月
八
日
、
忍
衣
妙
信
法
尼

（
天
珠
の
実
母
）
が
亡
く
な
る
。
十
月

十
九
日
、
鼎
三
は
尾
張
徳
川
家
へ
秋
葉

寺
本
殿
再
建
の
寄
附
を
願
う
。
十
一
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月
、
鼎
三
と
接
航
は
上
京
す
る
。
十
二

月
一
日
、
鼎
三
は
宮
内
省
へ
参
内
し
、

秋
葉
寺
の
御
守
や
御
礼
な
ど
を
献
納
す

る
。
十
二
月
二
十
九
日
、
尾
張
徳
川
家

よ
り
秋
葉
寺
へ
金
十
円
な
ど
の
寄
附
が

あ
っ
た
。

同　

〇７ 

１８８４ 
 

一
月
、
村
上
良
音
は
「
林
昌
寺
縁
起
書
」

を
記
す
。
一
月
十
七
日
、
鼎
三
は
村
上

良
音
へ
火
防
祭
式
室
中
伝
法
を
行
い
、

「
嘱
証
」
を
与
え
る
。
四
月
十
四
日
、

永
平
寺
と
総
持
寺
よ
り
慈
照
寺
へ
常
恒

会
を
免
牘
さ
れ
る
。
五
月
、
鼎
三
は

『
観
音
懺
法
』
跋
を
記
す
。
八
月
十
一

日
、
太
政
官
は
神
仏
教
導
職
制
を
廃
止

す
る
。
八
月
よ
り
十
一
月
頃
、
鼎
三
は

秋
葉
寺
を
退
隠
す
る
。
十
一
月
八
日
、

冷
生
は
鼎
三
の
代
理
と
し
て
誓
願
寺
で

秋
葉
三
尺
坊
の
説
教
を
行
う
。
十
二
月

七
日
、
環
溪
密
雲
が
示
寂
し
た
。

同　

〇８ 

１８８５ 
 

三
月
、
鼎
三
は
『
明
治

新
刻
観
音
懺
法
』『
明治

新刻
陳
白
』
を
三
浦
兼
助
よ
り
刊
行
す

る
。
三
月
二
日
、
天
珠
は
円
通
寺
の
竣

功
式
に
出
席
す
る
。
四
月
三
日
、
鼎
三

は
大
光
院
で
環
溪
密
雲
の
報
恩
会
が
修

行
さ
れ
疏
を
作
る
。
五
月
五
日
、
永
平

寺
で
環
溪
の
荼
毘
式
が
修
行
さ
れ
、
冷

生
は
僧
堂
単
頭
、
接
航
は
荼
毘
式
係
書

記
と
し
て
随
喜
す
る
。
五
月
十
八
日
、

天
珠
は
妙
覚
寺
に
お
け
る
旃
崖
奕
堂
七

回
忌
、
實
参
督
全
の
五
十
回
忌
の
香
語

を
述
べ
る
。
八
月
十
日
、
永
平
寺
貫
首

鐵
肝
雪
鴻
が
示
寂
し
た
。
八
月
十
八

日
、
曹
洞
宗
務
局
は
永
平
寺
後
董
候
補

者
を
発
表
し
、
鼎
三
と
冷
生
が
推
挙
さ

れ
る
。
八
月
、
鼎
三
は
山
田
大
応
編

『
増
註
六
祖
壇
経
』
の
題
字
を
記
し
た
。

九
月
十
日
、『
光
明
蔵
三
昧
』（
永
平
寺

僧
堂
蔵
版
）
の
版
木
を
曹
洞
宗
大
学
林

専
門
学
校
へ
寄
付
さ
れ
た
。
冬
、
浅
野

斧
山
は
天
珠
の
下
で
立
身
し
た
。
十
一

月
二
十
六
日
、
貞
道
が
洗
月
院
四
世
に

住
職
す
る
。

同　

〇９ 

１８８６ 
 

一
月
、
四
代
目
助
高
屋
高
助
は
千
歳
座

で
興
行
中
に
胃
病
を
お
こ
し
た
。
二
月

二
日
午
後
九
時
頃
、
四
代
目
助
高
屋
高

助
が
死
去
し
た
。
四
月
二
十
八
、
二
十

九
日
、
永
平
寺
で
鐵
肝
雪
鴻
の
荼
毘
式

及
び
滝
谷
琢
宗
の
晋
山
開
堂
式
を
行

う
。
七
月
、
鼎
三
は
『
参
同
契
薫
猶
談
』

に
書
入
れ
す
る
。
旧
八
月
八
日
、
天
珠

は
円
通
寺
の
開
祖
忌
に
出
席
す
る
。
九

月
三
十
日
、
鼎
三
と
接
航
は
牧
野
泰
淳

へ
「
叢
林
行
脚
証
明
状
」
を
呈
す
る
。

十
月
二
十
七
日
、
冷
生
は
永
平
寺
後
堂
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に
特
命
さ
れ
掛
錫
す
る
。
冬
、
天
珠
は

源
長
院
（
梵
明
圓
宗
）
の
結
制
に
助
化

す
る
。
十
二
月
、
円
福
寺
住
職
一
乗
無

参
が
来
名
し
、
鼎
三
を
訪
ね
る
。

同　

２〇 
１８８７ 

 

浅
井
泰
山
が
鼎
三
に
随
侍
す
る
。
一

月
、
鼎
三
は
『
宝
鏡
三
昧
薫
猶
談
』
に

書
入
れ
す
る
。
一
月
二
日
、
鼎
三
は
省

己
逸
外
へ
書
簡
を
出
す
。
冬
、
天
珠
は

祇
園
寺
の
結
制
に
助
化
す
る
。
十
月
五

日
、
慧
等
兼
修
は
天
珠
の
室
に
入
り
法

を
嗣
い
だ
。

同　

２〇１ 

１８８８ 
 

二
月
三
日
、
慧
等
は
月
笑
軒
四
世
に
住

持
し
た
。
三
月
、
鼎
三
は
鵜
飼
常
樹
編

『
首
書

傍
訓
普
勧
坐
禅
儀
坐
禅
用
心
記
』
に

題
辞
を
贈
る
。
四
月
二
十
八
日
、
慧
等

は
永
平
寺
に
瑞
世
す
る
。
五
月
、
冷
生

は
『
宏
智
禅
師
頌
古
接
觜
録
』
乾
の
序

を
記
し
た
。
夏
、
貞
道
は
洗
月
院
で
結

制
を
修
行
す
る
。
八
月
、『
宏
智
禅
師

頌
古
接
觜
録
』
乾
が
刊
行
さ
れ
る
。
十

一
月
、
天
珠
ら
は
羽
休
達
関
の
処
罰
に

対
す
る
歎
願
書
を
曹
洞
宗
務
局
へ
提
出

す
る
。

同　

２〇２ 

１８８９ 
 

一
月
、
鼎
三
は
『
仏
遺
教
経
』
を
矢
野

平
兵
衛
よ
り
再
刊
す
る
。
上
田
正
国
が

『
常
安
寺
世
譜
』
を
撰
述
す
る
。
三
月
、

鼎
三
は
大
達
玄
中
の
十
七
回
忌
を
修
行

す
る
。
六
月
、『
宏
智
禅
師
頌
古
接
觜

録
』
坤
が
刊
行
さ
れ
る
。
九
月
十
五
日
、

鼎
三
は
村
上
良
音
が
勧
募
す
る
「
大
般

若
化
益
簿
」
に
序
を
記
し
た
。
十
月
三

日
、
洞
仙
寺
九
世
無
関
禅
透
が
示
寂
し

た
た
め
、
鼎
三
は
秉
炬
師
と
な
る
。
十

月
八
日
、
鼎
三
は
大
光
院
で
行
わ
れ
た

尾
張
、
三
河
両
国
水
災
横
死
群
霊
の
水

陸
会
に
出
席
す
る
。
十
月
二
十
二
日
、

鼎
三
は
梅
村
萬
助
（
積
善
道
慶
居
士
）

の
下
炬
を
務
め
る
。
十
月
三
十
一
日
、

冷
生
は
永
平
寺
後
堂
を
退
任
す
る
。
十

一
月
三
日
、
斧
山
は
天
珠
の
室
に
入
り

嗣
法
す
る
。

同　

２〇３ 

１８９０ 
 

二
月
一
日
、
冷
生
は
永
平
寺
特
命
に
よ

り
静
岡
、
愛
知
両
県
の
巡
教
派
出
員
と

な
る
。
二
月
二
十
四
日
、
鼎
三
は
『
碧

巌
録
』
を
講
演
す
る
。
貞
道
が
筆
記
し

て
『
碧
巌
集
接
觜
録
』
と
す
る
。
春
、

冷
生
は
山
梨
県
曹
洞
宗
務
支
局
教
導
取

締
と
な
る
。
十
一
月
三
日
、
光
山
義
明

が
中
村
区
岩
塚
町
字
新
屋
敷
で
誕
生
す

る
。

同　

２〇４ 

１８９１ 
 

四
月
一
日
、
冷
生
は
永
平
寺
監
院
に
特

命
さ
れ
、
同
月
十
日
に
永
平
寺
に
掛
錫

す
る
。
四
月
三
十
日
、
永
平
寺
貫
首
滝

谷
琢
宗
が
退
董
す
る
。
五
月
一
日
、
斧

174
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山
は
永
平
寺
に
出
世
す
る
。
五
月
二
十

八
日
、
曹
洞
宗
務
局
は
永
平
寺
後
董
候

補
者
を
発
表
し
、
鼎
三
、
冷
生
、
接
航

ら
が
推
挙
さ
れ
る
。
九
月
、
鼎
三
は
笠

間
龍
跳
の
『
般
若
心
経
平
談
』
に
題
辞

を
贈
る
。
十
月
二
十
八
日
、
濃
尾
大
震

災
が
起
こ
り
、
法
持
寺
本
堂
、
開
山
堂
、

玄
関
な
ど
を
破
損
す
る
。
正
法
寺
、
延

命
寺
の
本
堂
も
倒
壊
し
た
。
十
一
月
二

十
八
日
、
鼎
三
は
野
口
氏
の
浄
財
に
よ

る
震
災
没
故
者
供
養
の
甘
露
無
遮
会

で
、
香
語
を
述
べ
る
。
十
二
月
十
二
日
、

慧
等
は
延
命
寺
二
十
七
世
に
住
職
す

る
。
十
二
月
十
六
日
、
天
珠
は
龍
心
寺

の
戒
会
に
助
化
す
る
。
十
二
月
二
十
四

日
、鼎
三
は
牧
野
泰
淳
へ
書
簡
を
出
す
。

同　

２〇５ 

１８９２ 
 

金
宝
山
林
昌
寺
は
秋
葉
山
宝
昌
寺
と
改

称
し
た
。
三
月
十
九
日
、
総
持
寺
貫
首

畔
上
楳
仙
は
管
長
の
権
限
を
以
て
、
随

意
両
本
山
分
離
独
立
の
達
書
を
発
布
し

た
。
そ
し
て
両
山
盟
約
の
無
効
を
永
平

寺
に
通
じ
、
曹
洞
宗
務
本
支
局
を
廃
止

し
て
曹
洞
宗
議
会
の
消
滅
を
告
げ
、
且

つ
内
務
大
臣
に
曹
洞
宗
宗
制
の
取
消
と

両
本
山
分
離
の
請
願
を
発
表
し
た
。
五

月
、
鼎
三
は
広
厳
院
住
職
鷹
林
香
流
へ

「
回
向
疏
」「
檀
上
礼
」
な
ど
を
書
写
し

て
贈
る
。
九
月
二
十
七
日
、
鼎
三
は
成

福
寺
で
修
行
さ
れ
た
青
井
家
先
祖
供
養

歎
仏
会
の
導
師
を
務
め
る
。
十
月
一

日
、
天
珠
は
法
持
寺
の
「
震
災
営
繕
寄
附
簿
」

緒
言
を
記
し
た
。
十
月
二
十
五
日
、
天

珠
は
興
聖
寺
住
職
西
野
石
梁
へ
道
旧
疏

を
贈
る
。
十
一
月
、
鼎
三
は
病
床
に
臥

し
た
。
十
一
月
二
十
八
日
午
前
十
時
、

二
十
八
世
鼎
三
即
一
が
示
寂
し
た
。

同　

２〇６ 

１８９３ 
 

三
月
二
十
三
日
、
斧
山
は
天
年
寺
十
六

世
に
住
職
す
る
。
五
月
十
四
日
、
天
珠

は
正
法
寺
二
十
三
世
徳
有
東
隣
が
示
寂

し
た
た
め
、
荼
毘
式
の
秉
炬
師
と
な

る
。
五
月
三
十
一
日
、
金
宝
山
林
昌
寺

よ
り
秋
葉
山
宝
昌
寺
へ
の
改
寺
届
を
出

す
。
八
月
、
天
珠
は
生
家
の
大
島
家
過

去
帳
を
改
写
し
て
序
を
記
し
た
。
八

月
、
天
珠
は
永
平
寺
後
堂
に
特
命
さ
れ

る
。
九
月
二
十
七
日
、
天
珠
は
永
平
寺

の
高
祖
承
陽
忌
の
午
時
焼
香
師
を
務
め

る
。
十
一
月
、
拙
堂
魯
中
は
鼎
三
の
一

周
忌
香
語
を
述
べ
る
。
十
一
月
二
十
二

日
、
正
法
寺
の
本
堂
、
開
山
堂
な
ど
が

再
建
さ
れ
て
遷
仏
式
を
行
っ
た
。
十
二

月
十
二
日
、
天
珠
は
久
雲
寺
の
戒
会
に

助
化
す
る
。
十
二
月
二
十
一
日
、
貞
道

は
宝
泉
寺
十
三
世
に
特
命
さ
れ
る
。
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項

同　

２〇７ 

１８９４ 
 

三
月
、『
天
籟
餘
韻
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

三
月
十
三
日
、
慧
等
は
洗
月
院
五
世
に

住
職
し
た
。
夏
、
貞
道
は
宝
泉
寺
で
結

制
を
修
行
す
る
。
九
月
三
十
日
、
天
珠

は
永
平
寺
後
堂
が
満
期
と
な
り
、
法
持

寺
へ
帰
山
す
る
。
十
一
月
五
日
、
一
心

寺
十
四
世
月
定
愛
光
が
示
寂
し
た
た

め
、
天
珠
は
奠
湯
師
と
な
る
。（「
無
依

餘
稿
」）
十
二
月
十
七
日
、
永
平
寺
貫
首

森
田
悟
由
は
両
本
山
分
離
紛
議
の
責
任

を
感
じ
、
住
職
の
退
任
を
曹
洞
宗
務
局

へ
通
達
す
る
。
十
二
月
三
十
一
日
、
曹

洞
宗
務
局
は
「
曹
洞
宗
非
常
法
規
」
に

準
じ
て
森
田
悟
由
を
永
平
寺
貫
首
、
畔

上
楳
仙
を
総
持
寺
貫
首
に
特
選
す
る
。

同　

２〇８ 

１８９５ 
 

四
月
二
十
日
、
冷
生
は
福
井
県
訓
令
に

よ
り
永
平
寺
の
伽
藍
、
什
物
な
ど
の
取

調
事
項
を
提
出
す
る
。
五
月
十
六
日
、

春
養
寺
八
世
哲
玄
亮
周
が
示
寂
し
た
た

め
、
天
珠
は
挙
钁
師
と
な
る
。
五
月
二

十
八
日
、
永
平
寺
に
お
い
て
森
田
悟
由

の
晋
山
式
を
行
う
。
冷
生
は
監
院
兼
晋

山
式
総
轄
、
接
航
は
晋
山
係
、
天
珠
は

単
頭
と
し
て
随
喜
す
る
。
六
月
、
貞
道

は
宝
泉
寺
の
「
講
会
連
名
簿
」
の
緒
言

を
記
す
。
六
月
二
十
一
日
、
冷
生
は
永

平
寺
に
お
い
て
故
有
栖
川
宮
殿
下
及
び

征
清
戦
死
病
没
者
追
吊
会
の
導
師
を
務

め
る
。
七
月
十
五
日
、
冷
生
は
森
田
悟

由
の
「
御
晋
山
式
礼
顛
末
並
金
穀
出
納

精
算
」
を
全
国
末
派
寺
院
へ
報
告
す

る
。
十
月
九
日
、
冷
生
は
「
慈
照
寺
由

緒
及
財
産
取
調
書
」
を
作
成
す
る
。
十

一
月
二
日
、
内
務
大
臣
の
認
可
を
得

て
、「
曹
洞
宗
非
常
法
規
」
が
廃
止
さ

れ
る
。

同　

２〇９ 

１８９６ 
 

二
月
十
五
日
、
天
珠
は
吉
田
義
道
へ

「
叢
林
行
脚
証
明
状
」
を
出
す
。
五
月

六
日
、
天
珠
は
妙
覚
寺
の
戒
会
に
助
化

す
る
。
法
持
寺
僧
堂
の
雲
衲
三
十
余
名

が
随
喜
す
る
。
六
月
二
十
八
日
、
天
珠

は
全
隆
寺
で
行
わ
れ
た
岩
手
、
宮
城
、

青
森
各
県
溺
死
者
無
遮
会
に
出
席
す

る
。
八
月
八
日
、
冷
生
は
永
平
寺
東
京

出
張
所
執
事
、
曹
洞
宗
務
局
定
時
及
臨

時
教
師
検
定
会
検
定
委
員
長
、
第
二
護

法
会
臨
時
総
轄
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
八
月

十
五
日
、
貞
道
は
宝
泉
寺
を
退
院
し
、

管
天
寺
三
十
世
特
命
住
職
に
な
る
。
十

月
二
十
日
、
第
四
次
曹
洞
宗
議
会
が
開

か
れ
、
冷
生
は
越
本
山
東
京
出
張
所
執

事
と
し
て
出
席
す
る
。
十
二
月
十
五

日
、
曹
洞
宗
務
局
は
法
持
寺
の
曹
洞
宗

認
可
僧
堂
を
許
可
す
る
。
十
二
月
十
九
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日
、
天
珠
は
長
盛
院
の
戒
会
に
助
化
す

る
。
十
二
月
二
十
一
日
、
冷
生
は
曹
洞

宗
務
局
紀
綱
寮
寮
司
、
副
司
の
改
選
に

立
会
い
す
る
。

同　

３〇 
１８９７ 

 

慧
等
は
曹
洞
宗
准
師
家
と
な
る
。
一
月

三
十
一
日
、
滝
谷
琢
宗
が
示
寂
し
た
。

三
月
二
十
五
日
、
冷
生
は
老
衰
に
よ
り

各
公
職
を
辞
任
す
る
。
三
月
中
旬
、
慧

等
は
濃
尾
震
災
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
延

命
寺
本
堂
再
建
の
勧
募
文
を
記
し
、
寄

附
を
募
っ
た
。
六
月
十
日
、
普
済
寺
は

山
門
と
衆
寮
を
除
き
灰
燼
に
帰
し
た
。

な
お
、
霊
廟
は
無
事
で
あ
っ
た
。
九
月

二
十
六
日
、
永
平
寺
に
お
い
て
琢
宗
の

荼
毘
式
を
行
う
。
十
月
二
十
一
日
、
天

珠
は
法
持
寺
の
「
上
地
山
林
引
戻
申
請

書
」
を
農
商
務
大
臣
大
隈
重
信
へ
提
出

す
る
。
十
一
月
二
日
、
冷
生
は
慈
照
寺

僧
堂
を
開
単
す
る
。

同　

３〇１ 

１８９８ 
 

一
月
、
天
珠
は
病
床
に
臥
す
。
一
月
二

十
八
日
、
二
十
九
世
吹
毛
冷
生
が
示
寂

し
た
。
一
月
二
十
九
日
、
永
平
寺
貫
首

森
田
悟
由
よ
り
冷
生
へ
本
山
西
堂
位
が

贈
ら
れ
る
。

同　

３〇２ 

１８９９ 
 

十
一
月
、
福
寿
寺
の
佐
藤
大
孝
は
道
元

禅
師
六
五
〇
回
大
遠
忌
に
あ
た
り
、
そ

の
報
恩
行
と
し
て
江
湖
会
を
開
き
、
西

堂
に
慧
等
が
招
聘
さ
れ
て
授
戒
会
の
戒

師
を
務
め
た
。

同　

３〇３ 

１９００ 
 

十
二
月
、
三
橋
徹
宗
は
『
現
行
社
寺

法
規
摘
要
仏
教

各
宗
派
宗
制
大
全
』
を
刊
行
す
る
。
十

二
月
二
十
五
日
、
畔
上
楳
仙
は
老
衰
の

た
め
総
持
寺
を
退
董
し
、
後
董
候
補
者

に
接
航
推
挙
さ
れ
る
。
投
票
の
結
果

は
、
天
珠
が
一
票
を
得
る
。

同　

３〇５ 

１９０２ 
 

四
月
十
八
日
よ
り
永
平
寺
で
道
元
禅
師

六
五
〇
回
大
遠
忌
が
修
行
さ
れ
る
。
四

月
二
十
一
日
、
天
珠
は
そ
の
法
要
導
師

を
務
め
る
。
八
月
八
日
、
浅
野
斧
山
が

曹
洞
宗
大
学
林
教
授
に
任
命
さ
れ
る
。

同　

３〇６ 

１９０３ 
 

春
、
慧
等
が
両
本
山
巡
回
布
教
師
に
任

命
さ
れ
、
新
潟
県
地
方
を
巡
回
し
た
。

四
月
、
熱
田
社
宮
司
角
田
忠
行
と
権
宮

司
松
岡
義
男
ら
に
よ
っ
て
、
陵
上
に

「
白
鳥
御
陵
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

十
二
月
二
十
八
日
、
天
珠
は
法
持
寺
の

「
諸
堂
営
繕
出
納
記
録
」
を
記
し
た
。

同　

３〇７ 

１９０４ 

三
十
一
世

亨
元
貞
道  

春
、
奥
行
六
間
、
横
八
間
の
延
命
寺
本

堂
及
び
開
山
堂
を
新
築
し
た
。
一
月
、

鷹
林
香
流
と
河
内
嶺
道
は
冷
生
の
七
回

忌
に
真
影
へ
森
田
悟
由
の
賛
を
も
と
め

る
。
二
月
十
日
、
天
珠
は
法
持
寺
を
貞

道
に
譲
り
、
洗
月
院
へ
退
隠
す
る
。
三

月
十
日
、『
明
治

新
刻
観
音
懺
法
』
を
京
都
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の
松
柏
堂
出
雲
寺
文
治
郎
よ
り
再
刊
す

る
。
三
月
二
十
八
日
、
天
珠
は
福
寿
院

徒
弟
中
村
信
義
へ
「
法
持
寺
認
可
僧
堂

安
居
証
明
状
」
を
出
す
。
四
月
二
十
二

日
、
三
十
世
童
拳
天
珠
が
示
寂
し
た
。

六
月
二
十
七
日
、
義
明
は
明
達
慧
等
に

つ
い
て
出
家
剃
髪
す
る
。
八
月
二
十
八

日
、
慧
等
は
延
命
寺
の
諸
堂
を
復
興
す

る
。
貞
道
は
野
口
吉
十
郎
へ
延
命
寺
再

興
の
功
に
よ
る
「
中
興
開
基
免
牘
」
を

贈
る
。
九
月
十
三
日
、
釈
貞
寿
禅
尼

（
貞
道
の
実
母
）
が
亡
く
な
る
。（「
法
持

寺
過
去
帳
」）
九
月
、
斧
山
が
管
天
寺
三

十
一
世
に
住
職
す
る
。
十
二
月
二
十

日
、
貞
道
は
村
上
良
音
へ
宝
昌
寺
の

「
中
興
免
牘
」
を
贈
る
。

同　

３〇８ 

１９０５ 
 

四
月
、
大
本
山
総
持
寺
貫
首
に
最
乗
寺

住
職
石
川
素
童
が
就
任
す
る
。
そ
の

後
、
慧
等
は
石
川
素
童
の
随
行
長
を
務

め
る
。

同　

３〇９ 

１９０６ 
 

法
持
寺
は
公
認
の
曹
洞
宗
認
可
僧
堂
と

な
る
。
四
月
十
六
日
よ
り
法
持
寺
で
授

戒
会
を
修
行
す
る
。
ま
た
、
天
珠
の
三

回
忌
も
併
修
さ
れ
た
。

同　

４〇 

１９０７ 
 

十
月
十
四
日
、
西
来
寺
に
お
い
て
鼎
三

の
十
七
回
忌
予
修
法
要
と
接
航
の
斎
忌

が
営
弁
さ
れ
た
。

同　

４〇１ 

１９０８ 

三
十
二
世

慧
等
兼
修  

一
月
、
斧
山
が
祇
園
寺
二
十
二
世
に
住

職
す
る
。
二
月
十
五
日
、
貞
道
は
法
持

寺
よ
り
国
分
寺
三
十
三
世
へ
転
住
す

る
。
三
月
十
四
日
、
慧
等
は
法
持
寺
三

十
二
世
に
就
い
た
。
四
月
二
十
六
日
、

貞
道
が
国
分
寺
三
十
三
世
の
晋
山
式
を

行
う
。
七
月
二
十
六
日
、
法
持
寺
で
愛

知
県
曹
洞
宗
寺
院
に
よ
る
練
習
艦
隊
松

島
艦
殉
難
者
各
英
霊
の
供
養
が
行
わ

れ
、
石
川
素
童
が
親
化
し
た
。
十
月
、

三
橋
徹
宗
は
大
泉
寺
に
お
い
て
天
珠
の

七
回
忌
予
修
法
要
を
修
行
す
る
。

同　

４〇２ 

１９０９ 
 

六
月
十
六
日
、
慧
等
が
曹
洞
宗
師
家
に

任
命
さ
れ
る
。
十
月
二
十
六
日
、
貞
道

は
曹
洞
宗
務
局
へ
「
国
分
寺
干
与
者
住

所
資
格
氏
名
印
鑑
届
」
を
提
出
す
る
。

同　

４〇３ 

１９１０ 
 

普
済
寺
の
本
堂
と
庫
裡
が
再
建
さ
れ

た
。
森
田
悟
由
は
冷
生
の
十
三
回
忌
香

語
を
述
べ
た
。
冬
、
義
明
は
法
持
寺
で

立
身
し
た
。

同　

４〇４ 

１９１１ 
 

四
月
か
ら
義
明
は
大
本
山
総
持
寺
祖
院

に
掛
搭
し
た
。
六
月
、
斧
山
は
『
東

全
集
』
を
刊
行
す
る
。
七
月
十
六
日
、

斧
山
は
最
勝
院
四
十
三
世
に
転
住
し

た
。
十
一
月
、斧
山
は
一
喝
社
よ
り
『
禅

病
論
』
を
刊
行
す
る
。
十
一
月
五
日
、

慧
等
は
総
持
寺
の
遷
祖
移
転
式
に
随
喜
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し
た
。

同　

４〇５ 

１９１２ 
 

二
月
八
日
、
義
明
は
慧
等
の
室
に
入
っ

て
嗣
法
す
る
。
六
月
一
日
、
浅
野
斧
山

が
示
寂
し
た
。
七
月
十
日
、
得
応
全
瑞

禅
尼
（
天
珠
の
実
姉
）
が
亡
く
な
る
。

大
正　

２ 

１９１３ 
 

七
月
十
日
、
三
十
一
世
亨
元
貞
道
が
示

寂
す
る
。

同　

３ 

１９１４ 
 

大
森
禅
戒
は
大
塚
洞
外
に
冷
生
の
真
影

を
画
か
せ
、
森
田
悟
由
の
賛
を
も
と
め

る
。
八
月
、
法
持
寺
夏
安
居
の
首
座
は

村
橋
明
道
で
あ
っ
た
。
十
月
二
日
よ
り

八
日
迄
、
法
持
寺
で
授
戒
会
修
行
。
十

月
七
日
、
鼎
三
と
冷
生
の
年
忌
、
天
珠

の
十
三
回
忌
法
要
を
行
う
。

同　

４ 

１９１５ 
 

二
月
二
十
六
日
、
慧
等
は
姓
を
明
達
か

ら
山
田
と
改
姓
し
た
。（「
宗
報
」
第
四
三

七
号
、
四
三
八
号
）
六
月
三
日
、
慧
等
は

曹
洞
宗
議
会
議
員
に
特
選
さ
れ
る
。

同　

６ 

１９１７ 
 

八
月
二
十
五
日
、
諦
観
高
明
が
誕
生
す

る
。
九
月
二
十
九
日
、
義
明
は
延
命
寺

二
十
九
世
に
首
先
住
職
す
る
。

同　

７ 

１９１８ 
 

四
月
二
十
八
日
、
義
明
は
曹
洞
宗
大
学

宣
教
部
の
一
人
と
し
て
大
本
山
総
持
寺

の
日
曜
公
演
の
弁
士
と
な
っ
た
。
六
月

十
日
、
慧
等
が
福
井
県
坂
井
郡
雄
島
村

宿
拾
八
字
桑
畑
七
番
ノ
壱
地
の
既
設
建

物
を
法
持
寺
説
教
所
と
す
る
設
置
願
を

曹
洞
宗
務
局
庶
務
部
長
と
福
井
県
知
事

へ
出
し
た
。
十
二
月
二
十
日
、
西
垣
活

通
は
天
珠
を
十
一
世
に
勧
請
し
、
林
泉

寺
の
常
恒
会
免
牘
を
受
け
る
。

同　

８ 

１９１９ 
 

義
明
は
慶
寿
院
十
二
世
に
転
住
す
る
。

同　

９ 

１９２０ 
 

一
月
一
日
、
栗
木
智
堂
は
曹
洞
宗
務
院

総
務
に
任
ぜ
ら
れ
る
。

同　

〇 

１９２１ 
 

白
鳥
山
別
院
の
執
事
で
あ
っ
た
三
浦
大

心
は
慧
光
院
二
世
に
就
き
、
教
化
活
動

に
努
め
た
。
十
月
十
二
日
、
貞
道
は
対

馬
市
の
延
命
寺
の
中
興
開
山
に
勧
請
さ

れ
る
。

同　

〇１ 

１９２２ 
 

三
月
二
十
二
日
、
慧
等
は
中
川
区
江
松

に
あ
る
秋
葉
社
の
守
護
堂
の
仙
寿
庵
を

千
葉
県
市
原
郡
富
山
村
大
字
古
敷
谷
に

あ
っ
た
寺
籍
を
移
転
し
て
常
盤
寺
と

し
、
寺
籍
移
転
開
山
に
勧
請
さ
れ
た
。

七
月
八
日
、
天
年
寺
は
山
門
を
除
い
て

全
山
を
焼
失
し
、
同
十
四
年
に
再
建
さ

れ
た
。
八
月
、
慧
等
は
私
財
を
投
じ
て

法
持
寺
認
可
僧
堂
内
に
小
学
生
以
上
の

園
生
五
十
名
を
募
集
し
、
中
学
規
定
の

普
通
学
と
宗
乗
、
余
乗
の
専
門
学
を
研

鑽
す
る
白
鳥
学
園
を
開
設
し
た
。（「
宗

報
」
第
六
一
五
号
、「
中
外
日
報
」）
九
月
、

国
穏
と
鼎
三
が
校
訂
し
た
『
仏
遺
教

経
』（
天
保
版
）
が
京
都
の
永
田
文
昌
堂
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よ
り
再
刊
さ
れ
る
。

同　

〇２ 

１９２３ 
 

慧
等
は
私
財
を
投
じ
て
熱
田
女
学
校
を

設
立
す
る
。
三
月
三
日
、
義
明
は
真
珠

院
四
十
二
世
に
転
住
す
る
。

同　

〇３ 
１９２４ 

 

秋
、
三
浦
大
心
は
慧
光
院
の
仮
本
堂
を

建
立
し
、
解
脱
上
人
作
の
釈
迦
如
来
像

を
本
尊
に
し
て
天
白
吒
枳
尼
天
を
鎮
守

と
し
祀
っ
た
。

同　

〇４ 

１９２５ 
 

一
月
、
慧
等
は
白
鳥
慈
善
講
を
組
織
し

て
講
主
と
な
っ
た
。

同　

〇５ 

１９２６ 
 

二
月
十
七
日
、
法
持
寺
講
堂
に
て
、
小

松
原
同
乗
、
木
下
月
影
、
宮
坂
喆
宗
ら

を
招
聘
し
て
仏
教
講
演
会
が
開
催
さ
れ

聴
衆
で
満
室
と
な
っ
た
。（『
名
古
屋
市

仏
教
会
要
覧
』）
三
月
、
白
鳥
山
説
教
所

を
愛
知
郡
天
白
村
大
字
野
並
字
相
生
二

十
八
番
地
ノ
十
一
に
設
置
す
る
「
教
会

所
設
置
願
」
が
設
立
者
兼
管
理
人
三
浦

大
心
よ
り
愛
知
県
知
事
へ
提
出
さ
れ
た
。

昭
和　

３ 

１９２８ 
 

六
月
一
日
、
法
持
寺
は
曹
洞
宗
専
門
僧

堂
に
指
定
さ
れ
る
。
六
月
十
七
日
、
林

松
寺
二
十
二
世
服
部
正
男
の
晋
山
結
制

及
び
授
戒
会
の
西
堂
、
戒
師
を
慧
等
が

務
め
る
。
七
月
十
五
日
、
法
持
寺
専
門

僧
堂
が
開
設
さ
れ
た
。（「
白
鳥
山
記
録
」、

「
教
師
養
成
機
関
ニ
関
ス
ル
調
査
表
」）

同　

４ 

１９２９ 
 

一
月
十
五
日
、
高
明
は
真
珠
院
四
十
二

世
川
口
義
明
に
つ
い
て
得
度
す
る
。

同　

５ 

１９３０ 
 

二
月
、
慧
等
は
養
泉
寺
専
門
僧
堂
の
師

家
と
な
る
。

同　

８ 

１９３３ 
 

一
月
十
七
日
、
法
持
寺
安
居
僧
及
び
関

係
者
に
よ
っ
て
白
鳥
凌
雲
会
が
結
成
さ

れ
、
慧
等
が
そ
の
総
裁
と
な
っ
た
。

同　

９ 

１９３４ 
 

四
月
二
十
四
日
、
慧
光
院
二
世
三
浦
大

心
は
晋
山
式
を
行
い
、
翌
日
よ
り
授
戒

会
を
厳
修
し
た
。
十
月
、
大
名
古
屋
八

十
八
ヶ
所
霊
場
が
選
定
さ
れ
、
法
持
寺

は
第
五
十
六
番
霊
場
と
な
っ
た
。

同　

〇 

１９３５ 
 

四
月
二
十
六
日
、
慧
等
は
管
長
の
諮
問

機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
宗
機
顧
問
所

の
顧
問
に
任
命
さ
れ
た
。（「
宗
報
」
第

九
一
〇
号
）
七
月
四
、
五
日
、
義
明
は

宗
務
院
樓
上
で
開
か
れ
た
最
初
の
曹
洞

宗
師
家
会
議
に
出
席
す
る
。（「
大
法
輪

新
聞
」）

同　

〇３ 

１９３８ 
 

十
二
月
三
十
日
、
高
明
は
川
口
義
明
の

室
に
入
っ
て
法
を
嗣
ぐ
。

同　

〇４ 

１９３９ 

三
十
三
世

光
山
義
明  

八
月
十
五
日
午
前
四
時
、
三
十
二
世
慧

等
兼
修
が
七
十
三
歳
で
遷
化
し
た
。
八

月
十
七
日
、
慧
等
の
密
葬
が
行
わ
れ
、

九
月
十
七
日
午
後
二
時
よ
り
本
葬
が
行

わ
れ
た
。
十
一
月
十
八
日
、
義
明
が
法

持
寺
三
十
三
世
の
法
燈
を
継
承
す
る
。

十
一
月
二
十
四
日
、
高
明
は
大
本
山
永
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愛
知
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紀
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第
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第
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項

平
寺
に
瑞
世
す
る
。

同　

〇５ 

１９４０ 
 

義
明
は
法
持
寺
夏
安
居
で
初
会
結
制
を

修
行
す
る
。

同　

〇６ 
１９４１ 

 

三
月
二
十
五
日
、
義
明
は
曹
洞
宗
師
家

に
任
命
さ
れ
る
。
六
月
十
日
、
高
明
は

大
本
山
総
持
寺
に
瑞
世
す
る
。

同　

〇７ 

１９４２ 
 

四
月
二
十
五
日
、
義
明
は
大
本
山
永
平

寺
報
恩
授
戒
会
の
午
時
焼
香
師
を
務
め

る
。
九
月
、
山
岡
荘
八
は
法
持
寺
へ
来

山
し
た
折
、
庭
に
多
く
の
藪
柑
子
が

茂
っ
て
い
た
様
子
を
歌
う
。

同　

２〇 

１９４５ 
 

三
月
十
一
日
、
天
年
寺
が
空
襲
に
よ
っ

て
焼
失
し
た
。
三
月
十
二
日
、
洞
仙
寺

が
夜
間
空
襲
に
よ
っ
て
諸
堂
宇
を
焼
失

し
た
。
五
月
十
七
日
、
未
明
の
午
前
〇

時
四
十
分
頃
、
約
百
機
の
Ｂ
二
十
九
が

来
襲
し
、
法
持
寺
は
全
山
が
灰
燼
に
帰

し
た
。
十
一
月
二
十
二
日
、
高
明
は
曹

洞
宗
宗
務
院
に
設
置
さ
れ
た
曹
洞
宗
振

興
会
の
書
記
に
就
い
た
。

同　

２〇１ 

１９４６ 
 

一
月
、
義
明
は
名
古
屋
市
が
建
て
た
戦

災
復
興
住
宅
を
購
入
し
て
寺
の
事
務
所

と
し
た
。
二
月
二
十
八
日
、
鉄
地
蔵
堂

は
宗
教
法
人
令
に
よ
り
「
如
来
宗
」
を

標
榜
し
て
法
人
と
な
る
。

同　

２〇２ 

１９４７ 
 

五
月
三
日
、
熱
田
神
宮
の
管
理
下
に

あ
っ
た
白
鳥
御
陵
は
、
戦
災
復
興
都
市

計
画
に
よ
り
名
古
屋
市
へ
供
出
し
た
。

十
二
月
、義
明
は
六
十
四
坪
の
仮
本
堂
、

庫
裡
を
建
立
し
て
本
堂
再
建
に
務
め
る
。

同　

２〇３ 

１９４８ 
 

一
月
十
四
日
、
法
持
寺
境
内
が
宮
中
学

校
の
建
設
地
に
決
定
し
た
。
三
月
十
六

日
、
大
徹
高
風
が
誕
生
す
る
。
四
月
、

義
明
は
愛
知
県
知
事
と
名
古
屋
市
長
へ

陳
情
書
を
出
す
。

同　

２〇５ 

１９５０ 
 

十
二
月
、
法
持
寺
の
墓
石
が
名
古
屋
市

千
種
区
の
平
和
公
園
へ
移
転
さ
れ
る
。

同　

２〇７ 

１９５２ 
 

七
月
五
日
、
鉄
地
蔵
堂
、
宗
教
法
人
法

に
よ
っ
て
宗
教
法
人
媹
姾
院
と
称
し
、

法
持
寺
よ
り
離
末
し
た
。

同　

２〇９ 

１９５４ 
 

七
月
二
十
九
日
、
高
明
は
成
福
寺
九
世

に
首
先
住
職
し
、
冬
安
居
結
制
江
湖
会

を
修
行
し
た
。

同　

３〇 

１９５５ 
 

五
月
一
日
、
法
持
寺
は
現
在
地
へ
移
転

し
て
落
慶
移
転
入
仏
式
が
行
わ
れ
た
。

十
月
、
高
明
は
ス
ラ
イ
ド
の
「
木
の
芽

茶
屋
」
を
愛
知
県
第
一
曹
洞
宗
務
所
よ

り
発
行
す
る
。

同　

３〇１ 

１９５６ 
 

五
月
二
十
六
日
、
法
持
寺
に
慧
等
の
随

徒
が
集
ま
り
、
白
鳥
慈
恩
会
を
結
成
し

た
。

同　

３〇３ 

１９５８ 
 

十
二
月
八
日
、
高
風
は
成
福
寺
九
世
川

口
高
明
に
つ
い
て
得
度
す
る
。

同　

３〇４ 
１９５９ 

 

十
月
十
四
日
、
義
明
は
大
本
山
総
持
寺
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御
忌
会
で
御
両
尊
献
供
諷
経
の
焼
香
師

を
務
め
る
。

同　

４〇１ 
１９６６ 

三
十
四
世

諦
観
高
明  

十
一
月
二
日
、
三
十
三
世
光
山
義
明
が

享
年
七
十
七
歳
で
示
寂
し
た
。
十
一
月

二
十
四
日
、
高
明
は
法
持
寺
三
十
四
世

の
法
燈
を
継
ぐ
。

同　

４〇２ 

１９６７ 
 

冬
、
高
風
は
川
口
高
明
の
下
で
立
身
す

る
。

同　

４〇３ 

１９６８ 
 

二
月
二
十
四
日
、
高
風
は
川
口
高
明
の

室
に
入
っ
て
嗣
法
し
た
。

同　

４〇９ 

１９７４ 
 

七
月
二
十
二
日
、
大
関
北
の
湖
関
が
史

上
最
年
少
の
二
十
一
歳
二
ヵ
月
で
第
五

十
五
代
横
綱
に
推
挙
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
伝
達
式
が
法
持
寺
本
堂
で
行
わ
れ
た
。

同　

５〇 

１９７５ 
 

六
月
三
日
、
高
明
は
延
命
寺
の
兼
務
住

職
に
就
く
。

同　

５〇６ 

１９８１ 
 

八
月
か
ら
翌
年
十
一
月
頃
迄
に
天
年
寺

の
庫
裡
、
書
院
、
開
山
堂
が
完
成
し
た
。

同　

５〇７ 

１９８２ 
 

六
月
、
高
風
は
『
白
鳥
鼎
三
和
尚
研
究
』

を
第
一
書
房
よ
り
刊
行
し
た
。

同　

５〇８ 

１９８３ 
 

二
月
二
日
、
高
明
は
慧
光
院
の
兼
務
住

職
に
就
く
。

同　

５〇９ 

１９８４ 
 

七
月
、
横
綱
北
の
湖
関
が
名
古
屋
場
所

で
八
百
勝
の
新
記
録
を
達
成
し
た
。

同　

６〇 

１９８５ 
 

一
月
、
高
明
は
旧
本
堂
、
庫
裡
な
ど
の

解
体
に
着
工
し
た
。
三
月
三
十
日
に
地

鎮
式
を
行
っ
て
庫
裡
（
書
院
）
の
再
建

が
始
ま
っ
た
。
九
月
二
十
九
日
、
高
明

は
東
京
の
国
技
館
で
行
わ
れ
た
横
綱
北

の
湖
関
の
引
退
断
髪
式
に
招
か
れ
、
髷

に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
た
。

同　

６〇１ 

１９８６ 
 

二
月
、本
堂
の
再
建
工
事
が
始
ま
っ
た
。

同　

６〇２ 

１９８７ 
 

一
月
二
十
七
日
、
高
風
は
慧
光
院
五
世

に
就
く
。
四
月
、
山
門
、
弘
法
堂
、
水

屋
、
塀
、
境
内
整
備
が
始
ま
る
。

同　

６〇３ 

１９８８ 
 

四
月
三
十
日
、
新
伽
藍
が
竣
工
し
た
。

十
月
三
十
日
、
落
慶
式
が
営
ま
れ
た
。

平
成　

〇１ 

１９９９ 
 

十
一
月
十
九
日
、
高
明
は
空
雲
寺
の
兼

務
住
職
を
務
め
る
。

同　

〇２ 

２０００ 
 

六
月
九
日
、
高
風
は
延
命
寺
と
常
盤
寺

の
兼
務
住
職
に
就
い
た
。

同　

〇４ 

２００２ 
 

夏
安
居
、
高
風
は
慧
光
院
で
初
会
結
制

を
修
行
す
る
。
七
月
二
十
五
日
、
北
の

湖
親
方
が
日
本
相
撲
協
会
理
事
長
に
就

任
し
た
時
の
挨
拶
の
記
念
碑
が
法
持
寺

境
内
に
建
立
さ
れ
た
。

同　

〇６ 

２００４ 

三
十
五
世

大
徹
高
風  

五
月
十
一
日
、
高
明
は
法
持
寺
を
退
董

し
慧
光
院
へ
隠
棲
す
る
。
高
風
は
法
持

寺
三
十
五
世
に
就
き
、
十
月
三
十
一
日

に
晋
山
結
制
を
修
行
し
、『
明
治
期
以

後
の
法
持
寺
史
』
を
記
念
出
版
し
た
。

同　

〇９ 

２００７ 
 

四
月
十
三
日
、
高
風
は
大
本
山
総
持
寺

報
恩
授
戒
会
に
お
い
て
焼
香
師
を
務
め

る
。
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愛
知
学
院
大
学　

教
養
部
紀
要　

第
59
巻
第
２
号

48

日 

本 

暦 
 

西
暦 

世　
　

代 

関　
　

係　
　

事　
　

項

同　

２〇１ 

２００９ 
 

三
月
二
日
午
後
七
時
四
十
分
、
三
十
四

世
諦
観
高
明
が
享
年
九
十
三
歳
で
示
寂

し
た
。
三
月
五
日
に
密
葬
、
三
月
三
十

日
に
本
葬
を
修
行
し
た
。
四
月
二
十
六

日
、
高
風
は
大
本
山
永
平
寺
報
恩
授
戒

会
に
お
い
て
焼
香
師
を
務
め
る
。

同　

２〇４ 

２０１２ 
 

三
月
、
高
風
は
『
熱
田
白
鳥
山
法
持
寺

史
』
を
刊
行
す
る
。
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